
食料・農村・政策審議会家畜衛生部会第１５回牛豚等疾病
小委員会及び｜コ蹄疫疫学調査チーム第５回検討会

１ 開 会

２ あ い さ つ

日時：．平成２２年８月２４日（火）
‘１３・：＿○○～１５：ＯＯ

場 所 ： 農 林 水 産 省 第 一 特 別 会 議 室

議 事 次 第

３ 議 事 ／
（１）宮崎県における口蹄疫の発生概要及び防疫措置について

（２）口蹄疫の疫学調査に係る中間的整理について

（３）その他

４ 閉 会



食料・農村・政策審議会家畜衛生部会第１５回牛豚等疾病小委員会
及び口蹄疫疫学調査チーム第５回検討会

配 布 資 ｀ 料 ̶ 覧

資料１宮崎県における口蹄疫発生概要及び防疫措置について

１-１口蹄疫の防疫措置の実施状況について

ノ １ - ２ 口 蹄 疫 の 発 生 状 況 に つ い て ‾

ＩＴ３市町村別口蹄疫発生及び防疫措置状況

１ - ４ 口 蹄 疫 対 応 の 経 緯

資料２白蹄疫の疫学調査に係る中間的整理について

資料３０１Ｅ清浄国ステータス復帰について

資料４ブルセラ病エライザ診断キットについて

ト ４ ニ １ ブル セ ラ 病 エラ イ ザ 診 断 キ ッ ト の 活 用 に つ いて

４一１２動物検疫所における輸入牛のブルセラ病検査について

参 考 資 料 ＿

ダ参考１ロ蹄疫疫学調査チーム第３回検討１会Ｅの概要

参考２口蹄疫疫学調査チーム第４回検討会の概要
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１

口蹄疫の防疫措置の実施状況について

発生農場の防疫

璽 匹

平成２２年８月２４日
消費・＼安全局

・これまで、２９２例Ｇ・ｔ２１１、６０８頭：うち牛３７、４５４頭、豚１７４、１３２頭、山羊１４
頭、羊８頭）の発生を確認。（７月１６日時点）
・殺処分対象の；？牲６０８頭全ての処分・埋却を終了（７月５日）
ｉ全ての移動制限・搬出制限を解除（７月２７日）

２ ニ ワ ク チ ン 接 家畜の状ｊ
・移動制限区域内の対象家畜へのワクチン接種について、５月２６日まてには

ぼ全ての接種を完了。
・ワクチン接種後処分対象家畜７６ｊ５６頭について、全ての処分-・埋却を終
了（６月３０日）

３宮崎県への人的支援
・農林水産副大臣をヘッドとする現地対策本部を設置レ
・これまで、各都道府県の獣医師等のべ約２５、０００名を派遣（７月２９日現在）
、・宮崎県の災害派遣要請に基づき、自衛隊が宮崎県川南町等に隊員のべ
約１８、７２０名を派遣（７月２８日現在）
・九州管区警察局（消毒ポイントの警備・交通誘導）のべ人数約１７、８００名
（ ７ 月 １ ４ 日 現 在 ） １

・㎜等畜産関係団体が職員を派遣。

４ 緊 急 消 毒 措 置 等 の 実 施 グ
・宮崎県、大分県、熊本県及び鹿児島県全域で消毒薬の配布・散布。
・一般車両を対象とした消毒、散水車による幹線道路の消毒剤散布等、消
毒を強化。

５ 感 染 経 路 の 究 明 等 ＼
・１例目のウイルスの遺伝子分析の結果、本年、韓国及び香港で確認され
たウイルスと近縁であることを確認（５月６日）。

一民間の臨床獣医師を加えた現地調査チームを組織し、現地調査体制を強
化 （ ６ 月 ２ ２ 日 ） 。 ‥ ‥ ‥
・１例目と都城市の発生事例（２８０例目）のウイルス遺伝子の一部を解析し、
いずれも血清型Ｏ型であ１；、へほぼ同一であることを確認（６月２９日）。
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Ｌ０１ 高鍋町 肉家Ｃｌｌ緯） ｜ 、 １ １ ・ ・ １ ｒ ↑ １ ； ｌ ｌ ‘ １ ！ ｙ ｏ・ ｉ ｄ ∩ ｉ ∩ １
１１１ 高鍋町 乳肉池・肥 ２２０ ｜レ ｌ刺｛ｙ！ ＱＩ ｜
１２４ 高鍋町 豚 ３，０５６’ ｜ ａｌ゛ ・ｌｄ い
１３り ｉｉニ肘即町 肉肥 ２４７ ］１ Ｑ ！- レ い ！ ド レ ， ・ ｉ ・ ｉ ャ 刺 ｊ １

１ ∩
Ｄ１３ 高鍋町 肉繁・肥 １，５２１ ｌ； １ ｌ・ 兪 ｊ ｉ 小 円 二 ドｉｊ、 ・ ｔ レ ト 宍 卜 孔 レ １ 几 ． ｉ ， ぐ ｙ プ ゛ ‘ Ｑ

１４４ 高鍋町 肉繋 １，３１Ｇ １ 口 ｉ １ ｜ 如 ｔ - ！ ｌ ｉ ｌ ！ ！ ｉ ・ ｌ ≒ ； ， い に ド ≒ １ ， １ ４ １ ４ ふ ； ， ｙ ， ・ 冽 １ １ ’｜
｜

］．５７ 高鍋町 肉肥 ５８９ １ １ 刺 １，４・ 吋 溥 い ４ ， ． い ・ｊ 糾ドｔド，・ｋドＪ ｔ ゛ ｙ ： ○

１５８ 高鍋町 肉肥 Ｌ４４１ １ １ ＱＩ ｔ い い ； ’ １ い パ ヽ ｉ ‘ ・ ’ ｙ ‥ Ｊ Ｉ Ｕ ｉ
１６４ ｉｔニ５鍋町 肉繁 ３ １ ｜ ト［川 ｉ ｏ 目 ・ ・ リ ｜ ！ レ ！ １
１６７ 高鍋町 肉繁 ９ ｜ 剣 ４ ｌｊ Ｊｉ；ｗｉｊ、Ｑｉ ！ レ ］ ・ １

１ ・ ∩
□０ 高鍋町 肉繁 １１５ ｜ 刺 目 ！ い レ ド ， ｉ １ レ ｜
１７７ 高鍋町 肉肥 Ｈ８ １ １ １ ｜｜ ¶ ｜ ‘ ｜ ｜ ｌ ｌ 祠｜． “ む

・１、ふ・
； ； ・ ， Ｓｙｏ １；

１７８ 高鍋町 豚 １，６８５ や ・ ・ ｌ ｔ ’ ！ ｙ Ｑ ｜ ，づ レ 「

☆：ＰＣＲＩ剔生▼：殺処分完了◇：１９７ 高鍋町 牛・豚 ３３４ 岡 ・ - ｉ ｉ ド
肌３ 高鍋町 豚 ５２５ ｜ 資 ， ， ‘ ・ ｆ Ｑ ∩ １

１ ！ ｌ
ｌ埋却扱所選定中２１６ 高鍋町 肉肥 ２，３１７ Ｊ ’ ４ ． １ １ １ レ １ ４ 目 ‾ ・ ド ‾ ’ ‾ ’ ・ ’ ̈ ｙ φ ４ ｉ Ｊ ド

２２２ 高鍋町 豚 ２、７１６ ｜ ｜ μ ’ 白 ｌ ｔ り ｙ ｉ φ １
１ い ↑

埋却地選定～殺処分 府
営
トーよ

ｌ
Ｑこ）

２２７ ｉ；１‘ｉ鍋町 肉皆肥 ３、９５７ ４ Ｏ Ｏ け り い リ ； ｊ ． ・ ・ ； １ ； ● Ｑ Ｉ
「
｜

ロ
匝圧翌翌回］

２２８ 高鍋町 肉繁 １、０１８ ゞｙｉｏｎフＴ’ ’ ’ Ｔ ｌ ｌ ｀ ‘ ’ ↑ 賭 ｀ ｌ ｙ ・ ド ト ｏ ｌ ｊ
２２９ 高鍋町 肉繁 ６２０ 副 ４ ｉ ｓ ｊ ・ - ； ’ ｔ ： １ ． ９ ０ ｌ

¶
｜ ｉ

２４０ 高鍋町 肉緊 ４３ ｓ白 ．．ト ． ４ ｙ 測 ｜
ＩＩ ド

-

-

＝

-

２５０ ｉｔ匂ｉ鍋町 肉繁 ４３ 岡 い に ・ ド ｜¶ １ ｉ
２１１１１ｌ 高鍋町 豚 ２．０１．４ ｌ ４ ’ ： に い １ ｊ ／ ｙ ’ ｏ ｜１ ｉ ！ｌ ｉ ｌ ｜ ｜ ｉ ｌ ｌ
- 高 鍋 町 肉緊 ６７ ｜ ∩ ｜ ｜ ｜ ｜ ４ ， ’ ｌ ｙ Ｇ ｜ １ ｜
-

高鍋町 肉肥 ３３２ １
１ ｜ ｜ ・ ． ・ ， ！ １ ｖ Ｑ２Ｕｉー珊



冬農場対応状況（市町村邱 ）
発生唇号 所在地 形態 ＼

頭数（託）
４
／
１６

４
／
１７

４
／
１ｇ

４
／
１９

４
／
９

４
／
２１

４
／
Ｚ２

４
／
ａ３

４
／
２４

４
／
２Ｓ

４
／
２６

４
／
２７

４
／
２ｊ

４
／
２９

４
／
３ａ

５
／
１

５
／
２

５
／
３

５
／
４

５
／
５

５
／
６

５
／
７

５
／
８

５
／
９

５
／
１０

５
／
□

５
／
ＩＺ

５
／
１３

５
／
１４

５
／
１５

５
／
】６

５
／
１７

５
／
咄

５
／
１９

５
／
ａ

５
／
２１

５
／
Ｚ２

５
／
コ

５
／
２４

５
／
ａ

５
／
２６

５
／
２７

５
／
ＺＳ

５
／
ｔ９

５
／
ぶ）

５
／
３１

６
レ
１

６
／
２

６
／
３

６
／
４

６
／
５

６
／
６

６
／
７

６
／
８

６
／
９

６
／丿
１Ｕ

６
／ｊ
１１

６
／
ＩＺ

６
／
１３

６
／
Ｍ

６
／
１５

６
／
１６

６
／
】７

６
／
ｌａ

６
／／
１９

６
／
３

６
／
μ

６
／
Ｚ

６
／
Ｚ３

６
／
Ｚｉ

６
７／
ｐ

６
／
３

６

．．／

Ｚ７

６
／
ＩＳ

６
’．／

３

６
／
卸

７
／
１

７
／
２

７
／
３

７
／
４

７
／
５

７
／
６

７
／
７

７
ノノ

８

７
／́

９

７

●゙♂

ＩＪ

Ｕ９ 新富町 乳繁 ２２

新富町
勺 ｊ ●吻 Ｌ

］３１ 新富町 肉繋・肥 ２４３ Ｏ 刺 ； ｔ ｙ ｏ １ ∩
Ｍ１ 新宮町 肉肥 ８００ 剌 山 々 ｒ ’ ；ｙｉ・Ｑ

１４６ 新富町 肉ｌａ・肥 ５１９． 心 い・ ， １゛‘φ
ｉ ｌ ｊ

Ｌ Ｉ

ｊ．６８ 蜜？富町 肉肥 １６５ ４ １ 噛 い ｜ ド ド ； ｙ ・ ｏ Ｕ ∩ ｉ
俑９ 新富町 肉繁 ２６ ＆ μ ●● ！ ］
１８３ 新富町 肉肥 ２５５ ｉ １ 兪； ｉ １ １ ． ’ １ ． ・ ， ， ， ・ ｉ ｏ １ ｜
１８４ 新富町 肉繁・肥 ８４ １ ド 目 １ 刺 ｏ ！ ！ ｜ ｉ ｉ ！
！９５ 新富町 肉肥 ４４１． １ 祠 い - ｙ ゾ ？ ｏ ｌ 川 ∩ レ
罠ｍ 新富町 肉肥 １７９ ！ 刺 ド

・

・１・ ｙにｏ４ ｜

２０２ 新富町 肉慾 １０７ ！ １ １ 兪 い い ｉリｙ；ｏ □ ｉ １

２３３ 新富町 肉肥 ３５３ ！ ！ ∩ ａ ！ １ １ Ｔ ヽ ○ １ １
１

２３７ 新冨町 肉繁 ３５ ｉ 心 い ｙ づ ｏ ｜ ｜ 円！
２６５ 新富町 肉繁 ２２ ！ ｌ ｉ Ｑ ； ； ● Ｑ ｜ １ ｌ ｜ ［
Ｆｇ¶●皿 新富町 肉繋 ４３ ｜ ト・ ｌ ｌ ゛ ○ ｉ ！

皿 腫 新富町 肉肥 ３７２ １１ ｉ １ Ｊ ・ ｙ 徊 ・ ド ｉ ｜！

２８８ 新富町 豚 ４、５冊 川 ， 。 ｜ ’ 「 ・ り Ｆ ｙ ｉ ｒＩ Ｌ
‾ ！ ・ ｙ ４

ｉ
１ 都農町 肉慾 １６ ● ’ ○ ！ ｜ ｜ ！ ｜ ∩ ∩ １ ゛ １ ｌ

ｌ

６ 都農町 永峰ｌ似Ｕ／寥ま ４４ Ｑ、 Ｔ Ｏ ！ ｜ ド １ 口 ｜ ∩
７２ ｊＭＳＪＩり’１Ｔ 肉緊 ４〔） ｜

ト バ ・ ヽ １ ！ １１ ｌ
１０８ 都農町 肉繁 ９

都農町
ｉ 〃 ｙ ・ Ｑ □！ １ ｌ ｜ づ

１３６ 称辞町 肉繁 、４０ い 裕 ， ・ 刎 １
１

ｌ ｜ ｉ ｜
｜

１３８ 都農町 肉肥 １３５、 ｉ １ ａ！・｜ ｉ づ Ｕ ，

１５３ 都農町 肉繋 ６ ｌ ｀な； ’゙ ｊ ｉ ｌ
ｌ

巧々 都農町 肉繋 孫 ｜ ｉ り ｌｙ：０１ ！
１８２ 都農町 肉繁・肥 ２８６ ｜ ｊ ｌ ｙｌ

’ η

Ｆ ・ 〃 ７ ； ・ ‘ ｉ ｆ ’ ゛ ゛ ○ ｉ ｜
１ ｜ １ ｜

ｔ

１９６ 都農町 肉繁 ｀ ｊ ！ ｜ ド・’・・ ｌ
ＩＩＵ 川

２０３ 都農町 肉繁 ５９ ｜ ｉ 妃 - ！ ｔ
ｌ １ １１ ＩＩ に １

２１２ 都農町 肉繁 ２３Ｚ レ づ｜ ｜ μ ・ げ ・ 』
｜ ｜ ト

２２０ 都農町 肉繁 Ｊｊ ｜
１ ｉ ｌ

１ 昏 ｆ ｊ ｜ -ｉ ｜ Ｕ
２３０ 都農町 肉繁 ３４ ｜ Ｑ ・ １ １ ‾ ｔ ｉ
２３６ 都農町 肉繁 ４ ｜

ｉ 川 刺 - ｜
２３８ 都農町 肉繁 ６５ ｉ

Ｅ
４ 兪 ブｉ・・ ；

１ 日 ｉ ｜１
２４３ ｊ？１昭岬］‘ 肉繋 ２５ｊ ｉ

ｌ ｜ １ １ 川 喩 ・ - １ ● ○ Ｕ １ Ｕ
２４４ 五ｌｉｌＳ廣町 肉繁 ２８ ｜ ！ （`１ ６４ １ ｜ ！
２４５ 都農町 肉緊 １２ 勺 １ ４ １１．・ ｜ ｜ ｊ ｌ

１ ｉ
２４７ 都鳥町 肉繁 １２ ｌ 「 ｜ 々 ｙ ・ ｉ ｒ ｌ ¶ ’ ・ ’ ． ｜ ｜

２４８ 都農町 豚 ４、６８（｝ ｊ レ １ ｌ ｜ ４ １ ｔ ｙｉ７０ ｉ ｜
２４・９ 都農町 肉繁 ５ ｜ □ ｜ ！

｜

¶ 昏 ｊ ｌ ↓ ！ ・ ・ ｜ ｎｌ ∩
２５１ 都農町 肉繁 ２【ｉ ｉ １ ＆ ａ １ こ ４ ： ● ・ ｙ ！ ｉ ｜ づ
Ｓ Ｓ 都農町 豚 ７７５ ｉ ｜ 兪１；ｉｙｉＱ ∩ ｊ ドｌ
ぎ ・ 都農町 肉繁 １２４ ｉ ｉ 々 ｉ ４ １ 柵 ゛ ｉ １ 川
蔀 翻 都農町 肉緊 ８２ ｜ ！ 心 Ｉ Ｆ ● ４ １
ｇ 醍 ｊ？ｆ問徊ＩＴ 肉繁 ６ 計略今や！ｙｌ’ＱＩ ｌ ｜ ｌ 白 白
穏 ● 都農町 肉繁 ８０ 目 ｉ ａ ゛ ｓ ！ ｜ ｜ ｜！１
柘 ● 都島町 肉繁 ２５ ！ ｉ Ｉ ｜ ａ ／ ・ ｉ ｌ ！ ｜ ｜ ７ ｉ ｜ ｜ ’ ； ｜



各員場対応？犬況（で了町村汐 ）
発生番号 所在地 形態 ＼

頭数（訃）
４，
／
ｊＧ

４
／

１７

４
／
ｌｌ

４
／
Ｚ９

４
／
ＺＯ

４
／
２１

４
／
２２

４
／
２４

４
／
２４

４
／
２ｉ

４
／
Ｓ

４
／
２７

４
／
２ｇ

４
／
凶

４
／
４ａ

５
／
１

５
／
２

５
／
３ｊミ５

／
６

５
／
７

５
／
８

５
／
９

５
／
１０

５
／
ｎ

５
／
Ｌ２

５
／
ｌｊ

５
／
１４

５
／
ＩＳ

５
／

１６

５
／
１７

５
／
ｌａ

５
／
１９

５
／
ａ

５
／
２Ｌ

５
／
２２

５
／
２ａ

５
／
２４

５
／
２５

５
／
２石

５
／
２７

５
／
９

５
／
３

５
／
助

５
／／
ａ［

６
／
１

６
／
２

６
／
３ｌｌＥ ６

／
Ｇ

６
／
７

６
／
８

６
／
９

６
／
１０

６
／
ｉｌ

６
／
；２

６
／
ｌｊ

Ｇ
♂／
１４

６
／
１５

６
／
ＩＧ

６
／
ｉ７

６
／
１８

６
／
ＩＳ

６
／
２ａ

６
／
Ｚ１

６
／
２２

６
／
２．１

６
／
こ４

６
／
Ｓ

６

．／

ｌ`ｕ

６
／
２７

６
／
５

６
／
３

Ｇ
／
恥

７
／
１

７
／
２ミ１で ７

／
５

７
／
６

７
Ｊ゙？

７

７

７／゙

８

７
／ｊ

９

７
／♂
哨

２ 川南町 乳／肉繁・鄙 ６８・ φ！？，，０ ｉ Ｕ
３ ＪＩ 南町 肉肥 ｎ８ ４ ｉ ｔ ｙ ｓ ’ ○

ノｌ浦町
！ ｜・ ｜ ｉ

４・ ＪＩ -
Ｐ匹 肉繁 ６４ ＆１、！ｌｙ バ，ｊｏ レ ｉ ｜ ！５ ，Ｊｉ 肺町 肉池／内記 ７５ 〃１：Ｖ ’ １ ０ ｜ □

７ ＪＩ 南町 肉肥 ７２５ り う ゛ ≒ 『 心 ｜ ！ ｌ
¶８ 川南町 肉肥 １，０１９ １ ｊ々 １ ’ 上 り ｙ に ○ ！ ｌ

ｌ １ ｌ
！０ ＪＩ 雨町 啄 ４８６ -Ｉ １●・○ ｜ ｉ ！ ｌ ｌ ！
ｎ ＪＩ 室町 乳繁 ５０ 兪 ｙ Ｏ ！ ！
１２１ 川南町 奪 ］．、４２９ 吟４ ｙ ７ ０ ｉ ｜ １ １ふ ！， ∩
１３ ＪＩ 岡町 豚 ３１８８２ 心 ゴｌｖ！ｏ ！ ｜
１４ 月爾町 ｜￥ ２９９ １ ｊ 喩 ・ ゛ ・ ’ ｙ ： 心 ｉ ！ ！ １ １
１５ ＪＩ 南町 肉肥 ４２４ ’ 同 １ ゛

．凛゛心 ｜ ！ １１１Ｇ ＪＩ 南町 肉繁 ４ ・ヽｌｏ ！ リ 』

□ ’ ＪＩ 雨町 肉繁 ３７ ダ外ｉＳ！ ｊ ・ １ ．

１８ ＪＩ 南町 啄 １５，７４７ ｜ ｜ 刻 ’ ｊ ｀ ゛ ゛ ； ゛｜ ・ ｌ ’ ｌ
Ｔ‾

！ く） ｜ ｜ ∩ ∩ ｜ ｌ ｜
１９ ｊｌ 府町 豚 ３，０１０ 汐レ ｉ ¶’ｙ¶○ ｜ ¶

｜
１ Ｕ ＩＥ １ １

２０ ＪＩ 所町 豚 ７８０ ｜ ｜ 副ｔ刎ｒ □ ｙ ．．ｔｏ ！ レ ｜，
２１ 川南町 斥 ６７９ リ μ ｊ い ！ ｌ ｆ ・ ・ ○ ４ ｌ ｉ Ｕ２３ ＪＩ 所 町 啄 ４，４３４ ∩ 剌・ッド，１ Ｊｋ。、 ｙ ｌ ｔ マ ｏ 川 ｉ２４ ＪＩ 溺町 隊 ６８７ １ ！ 則 ｌ ｙ 川 ｏ ｉ １

１ Ｕ １１

２５ ＪＩ 両 肘 豚 ４．２２１ ！ 刺 ’ ｉ ４ Ｉ Ｉ
｜ 。 ｜ ″ ，

．Ｓ●
：ｑ ゝ

ｙ｀ｊｏ ｜ Ｊ

２６ ＪＩ 南町 啄 ７６６ ｀ な ・ ’ ； ゛ ｜ ｙ ‘ Ｑ 」１ ｌ
ｌ

２７ ＪＩ 南町 肉喩 ２９ ！ ｜ な ｆリ゙ ？１１- ｉ
ｆ ！ ｉｉｔｔｌ ？

１
１ １

２８ ＪＩ 南町 肉繋 ３０ 昏 ｌ ｔ ； ‘ ｌ ｔ ｙ」○ ｉ Ｕ １
２９ バ南町 隊 ３，４８８ ｉ □ 〃ｌｌＴＩドｔｉｙ円ｉフｏ ！ ＵＩ Ｕ， Ｆ ｉ
３０ ＪＩ 爾町 肉陛 ５０ ∩ ｎ Ｕ かｉ；４ｉｙｌｏ ∩ ！
：Ｈ ＪＩ 南鮮 豚 ４．０７ ！ ！ １： 妬 ｉ ｌ ｊ ｇ ｊ 曹 ‘ Ｑ ｉ ｉ
３２ Ｊ【［爾町 ぼ １、０１１．

「

｜ 々 ｌ ゛ ・ｉｙ・Ｏ ｜ Ｕ ！ ｜ ｉｌ
３：Ｓ ＪＩ 南町 豚 １４１ １ ｜ ｜ な`ｌ

● ４１．司 １ ｌ ｜ Ｕ
３４ ＪＩ 南鮮 乳／肉池・肥 ７５ ｌ 刺 ｔ 。 １ １ ｖ ＩＱ ＵＩ ！ Ｕ レ
３５ リ１ 南町 豚 ２ ｜ ！ １● ｜ ふ ｀ ｋ や ４ ｉ ｉ Ｕ ツ ▽ ！ ｉ
３６・ ＪＩ 南町 肉慾 祁 １ ゛ が ’ １ ’ ｉ ・ １ ． ゛ ｙ ／ ’ ’ で こ ． １

１ Ｕ ｊ ！ ｎ Ｕ ｊ
３７ ＪＩ 南町 阪 ５，０３２ ｜ ６ ： ， １ ！ ｙ ’ ’ ４

心 〃 １ ｜ ∩
３８ ＪＩ 所町 豚 ７廊６ 句 い ； ｌ ｙ ， ！ Ｌ ｔ Ｑ 川 ｉ ！
３９ Ｊ「 府町 匯 １．９０６ １ 図 ド 『 山詞ｙ哨 レ ！ 「
４０ ｊｌ 南町 肉緊 １８ Ｕ 癩 ： Ｆ ， ｔ ゛ ｜ ； 粒 ・一心１ ・ ， ‘ ； ● ・ １ ｜ レ ｜ ！
４１ ｊｌ 席町 肉繁 ６７ Ｉ〃

ｒ 々 ’ ， １ ｉ・１言言詮 Ｔ亨 ｏｌ！ ｆ 「 ！

４２ ＪＩ 南鮮 豚 ６４０ ｜ Ｑ ｎ １１， ・冽 ｌ ｌ １ １
斗３ ｊｌ 南町 ＩＬ♂肉吻・恐 ９７ 刺づレ１ ｊ吋リリ心 ｆ

ｌ ｊ Ｕ ｜
４４ μ南町 阪 卵３ ｜ が １ 自 ｆ ； ６ ・ ・、Ｊ ｜ Ｔ １， ｜ ｜ １

１
４５ Ｊ「 所町 乳／肉繁・患 ６６ 瞬刻ノｒｔｔｏ レ １ ｉ ｊｉ
祁 Ｊｉ 南町 乳繁 ９ μ 祠 ｜， ｜ ∩ ｜．

ぺ７ ＪＩ 雨町 肉肥 印１ ぷ祚ｌｉ仁 「 １ １ ４ １ ｙ ・○ ｊ ｜
ｉ □ １

４８ Ｊｊ 南町 肉慾・肥 ２０７ １ ｊ 心，ｉｖ 汐 ｜ ！ ｉ １ ｜
４９ ＪＩ 南町 肉肥 １８６ ｉ 兪 ｌ ； ， ． 、 日 ｌ ； こ ｌ ・ - １ １ １ ７ ． ４ １ ・ ； ｒ 。 ｏ ！ ！
５０ ＪＩ 面町 豚 １、０邱 ｉ 喩 ｉｌ．，，ｊ ≒『 帑

ご
○ ｊ １ ｜ １

５１． 川南町 豚 ５１３ ｜ ４９ り ・ ・ ｔ ｉ ！ｌｙｌｏ ｔ ！ Ｕ！ ｉ １「

５２ Ｊ】 南町 肉繁 １７ ｜１
１ 心 土 白 い

● Ｆ
Ｉ●・ １ ｜ ｌ

１
１ １ ， １

５３・ 川岸町 肉肥 ９７ ｜ ｜ 刺 Ｓ ４ハ，！ｊｙｌｏ １
ｉ ｉ ｉ ｜ □
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冬鳥場対応状況（市町れ判卜
発色番号 所在地 形態 べ

頭数（訃）
４
／
１６

４
／
１７

４
／
ＩＢ

４
／
１り

４
／
ａ

４
／
２１

４
／
２２

４
／
Ｚ３

４
／
訓

４
／
２５

４
／
２５

４
／
２７

４
／
３

４
／
２９

４
／
３Ｑ

５
／
１

５
／
２

５
／
３

５
／
４

５
／
５

５
／／
６

５
／
７

５
／
８

５
／
９

５
／
１０

５
／
１１

５
／
１２

５
／
１３

５
／
１・１

５
／
１５

５
／
１６

５
／
１７

５
／
１ａ

５
ノＺ
１９

５
ノ／
２Ｑ

５
／
２１

５
／
２２

５
／
Ｚ３

５
／
２４

５
／
２６

５
／
Ｓ

５
／
２７

５
／
卸

５
／
酋

５
／
３１

５
／
ユ｜

６
／
１

６
／
２

６
／
３

６
／
４

６
／
５

６
／
６

６
／
７

６
／
８

Ｇ
／
９

６
／
ＩＱ

ｂ
／
Ｕ

６
／
に

６
／
１３

６
／
Ｍ

６
／
ＸＳ

６
／
１６

６
Ｚ／
１７

６
／
ｌａ

６
／
１９

６
♂／
ＺＯ

６
／
２１

６
／
２２

６
／
２Ｊ

６

．．／

２４

６

Ｚ♂ｆ

２Ｓ

６
／
５

６
／
２１

６
／
３

６
／
３

６
／
］ｌｌ

７
／
１

７
ｙ
２

７
／
３

７
／
４

７
／
５

７
／
６

ｌ

ｆ゙♂

７

７
Ｚ♂
８

７
／
９

７

〆／

｜ひ

１８６ 川南町 山羊 ２ Ｕ ！ １ ｊ・１ ， 曹 ○ い １ Ｕ ｉ Ｕ

↓８７ ＪＩ 南町 肉繁 ６
、 痢 - 奏 摯 よ い ’

゛ ’ Ｕ Ｉ ’ ！ ｌ ｜ １

１、８９ Ｊｉ 南町 豚 ３２］ ！ 啼１「 ， ， ̈ ｊ １ す ●
｜ ！

１９０ 川南町 豚 ３５５
心 レ・・！ 引

｜
１

１肘 ＪＩ 南町 Ｊ医 ５、１９２

川南町
ｉ 々 リ レ い ｒ？ ７ ’ ｀

１・ ○
｜

１９２ ＪＩ 副腎 豚 １、０６５
副 ｉ， 吋 ｖ・ＱＩ ！１ ｌ Ｕ

１．９３ ＪＩ 南町 肉繋 ２４
Ｓ 兪ト？ ド ４ ｉ ヽ ｌ ｌ ｙ レ ｉ ７「？」 ’ ’１こｔＬ ・ Ｆ

． ｀ ？ Ｉ ● １
１
１ ｜

１９４ ＪＩ㈲町 肉繁 ２２
肩肘 りｉ` ・ り 訴 ． ｉｆ 川 ｜

１９８ ＪＩ 南 町 肉壁 １８ Ｓ １ 喬レ １ 眉 ｏ ｌ ｉ い 同
・ｆ 目１

１９９ ＪＩ 南町 肉繁 ２６ ｌ
１
１

｜ ぬ Ｊ ｉ 目 ｉ ：司 哨 ∩ １

２０１ ＪＩ 南町 肉繋 ２４．
１
１ 森！１ ｌ ． に １ ． ｊ Ｆ Ｉ ゛ ゛ ｌ ｜ １

２０４ ｎ南町 肉繁 ４０
副 乙 １ １ ；６

・｜ １Ｊ
１
１ ｜

２０６ Ｊ１ 南町 肉繁 ９ 川 ｜ ｌｆ ｉ １
ｌ
ｌ ！

２０７ ＪＩ 南野 肉繁 １４ ！ Ｕ か ｀ ｊ ・ い い 干 １ ゛ ’ ’ グ ず ’ ≒ ・ ４ □

２０８ ＪＩ 南町 肉肥 １５７ ｉ
砧 劃 １ ７ ； ｔ 、 １ １ ト ４ ｀ ゛ ｏ １ ｌ ｜

２ｎ９ ＪＩ 南町 肉繁 ７ ！ １ 脊 ‥ ． 」 １ い り ゛ 撃 砕 ’ ’
｜｜ ｜ ｜ ｉ

２．旧 ＪＩ 南 町 ’ 乳／肉Ｓｉ・ｔ ９６ １ Ｌ ｜ Ｕ ａ 寸 い ト フ ・ マ ４ 日
Ｓ
Ｉ １

１ ｜

２Ｕ ＪＩ 南町 内帑・肥 ３２
１ ｜ が ： １ ： ； Ｑ １ 、 ， ， ， ゛ Ｉ ‾ ・ ｜ ，１ ！

２１４゙ ．目 南町 豚 １、１３９ １ ｉ ４゙ りｆ・・レレｉ ！ｉ １ｙ ○ ｜ ｜

２１５ ｊ南町 豚 ８０ ！ 心 ：；Ｉ い Ｑ ｌ ｊ ｌ ； ’ ゛

２１７ 川南町 肉繁 ２６ ｉ ｜ ・ａｉ？｜？゙１
≒ -

１ プ１ １

肌８ 川 面 町 乳繁 １６ ！ タ ｌ ｌ ： ！ ｉ ４ ｙ ； ｏ ｜ ｜，
’ い

２１．９ ＪＩ 南町 肉繁 １５ ｜｜ ｜ 溢 ｌｌｌり・ｊ ●・ ド ｜ １

２２１ ＪＩ 南 町 肉察 ２１ ｜ ｜ 心 リ レ に ！ ｉ ！ ｒ ・ ！， ？ ｉ

２２３ １南野 肉繋 ４５ ！ ！ ト ｊ リ 匈 ｜ １ 「 ｜

２２４ 川岸町 乳繁 １．８ １ １ が （ ， ？ ● ．
１

２２５ Ｊｉ 南町 豚 ５７６ １１１ ∩１ ！ 喩 ＩＬ 瘍 ！ｌ．ｚ ｜ ！ ｊ

２２６ ＪＩ 甫町 豚・向原牟 ２８７ ｉ ｔｂ４ １ ？ ト ； １ ・ ・ ｜ ｉ

２３１ ＪＩ 南町 肉駱 ‘ ４ ６ ㈲ ‥
｀ ｔ 詐 ・

ｔ に ・ｔ □ づ

２３２ ＪＩ 南町 自噴 ４８
１１ 卜 １，・

●

｀ ゛ ’ ｙ ； ４ ． ｉ ； ， つ
ｊ １

｜

１ ｌ ｜

２３４ ＪＩ 南町 肉緊 ３
刮 ｉ ．り・ 日 レ １

２３９ ＪＩ 南町 乳繁 ３９ ｜ レ 溥１．１ １ ・ ヽ ４
ゑ ・ 、 ・

｜

２４１ ｊｌ 南町 肉 繁 ’ ２３ ｜、
１ 匯 レ ； ● - ・ １

２４２ ＪＩ 南町 乳／自警 ８７ ｉ
ｌ
ｌ

々 ｊ ｙ 手 法 ｌ ｖ ヽ ’ り ｜ ｉ

２４６ ＪＩ 南野 肉繁 ６８ ；
兪 ’ ？ ？ ’ ピ ヽ 祠 １

２５２ リ｜ 雨町 肉驚・肥 ２９１ １ Ｕ
｀ ジ ト い ， ， ド ｒ ｀ ’ ● ； 心 ！

圀ａ渦 Ｊｉ 南町 乳繁一肥 ５６
溢ＰＩ Ｌ ． ． † ● ● レ ！

Ｓ１１１１旧 南町 豚 も８１５ ｌ
４げ ゛１ｎｒ２ｊ．Ｊレ ’ ’ ・ 喩 ・ す ６ ∩ ｉ ｜

圃湛ｉ ＪＩ 南町 豚 ７卯 ｉ ｜ １ か ｉ ｉ ｀ ｉ い ・ ｌ ｉ ’ ． ゛ １ ． 參
ぞ １ レ １

図画１ ＪＩ 南町 肉繋 ２Ｒ
森 ’｀％

‾斗溥てｙｌ拡
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１

ロ蹄疫の疫学調査に係る中間的整理（概要）

こと］

口蹄疫発生の概要一
・４月２０Ｆラにこ宮崎県内の牛飼養農場において確認された口蹄疫について

は、川南地区を中心に発生数が増加し、えびの市等の遠隔地での発生も含
め、７月４日の発生までに２９２例が確認された。
・今回の発生に対しては、移動制限や殺処分を中心とした防疫措置１こ１加え、

５月２２日；・５バリ｜㈲地区及びその周辺地域で、ワクチン接種及び接種家畜
の殺処分を行った。７月５日までに発生及びワクチン接種に係る家畜の殺
処分が終了し、７月２７日に今回の発生に係る全ての移動制限等が解除ざ
れた。

２ 分 離 ウ イ ル ス の 性 状 ‾
分離されたロ蹄疫ウイルスの血清型はＯ型で、今年香港、韓国、ロシ

アヤ分離された株と非常に近縁であった。また、今回の発生事例から、本
ウイルスに感染した牛や豚は典型的な口蹄疫の症状を示すと考えられた。

３ 侵 入 及 び 伝 播 経 路
・これま-ｉｌ々ヽに得られた情報から推定される最も早い感染例では、３月中旬

把おいて既にロ蹄疫ウヤルスが侵入していたと考えられるが、現時点でぼ、
わが国へのロ蹄疫ウイルスが侵入した経路を特定するに至っていない。今
後、初期の発生事例をｒ＝｜＝ｌ心にアジア地域からの人や物朧）動きについて、更
り
・今回の発生において感染が拡大した要因として、初発事例の確認が遅れ

たごとにより移動制限が開始された４月２０日の時点で既に１０農場以上
にウイルスが侵入していたこと、発生農場で感染動物の殺処分が遅れたこ
と、農場の密集地帯で発生したことなどが考えられる。また、一部の発生

農場（３ｏ農場）においては抗体検査で高い抗体価を示す個体が認められ
たことから、結果として異常畜の発見９こ遅れがあったことも示唆された。
・農場間：め伝播には人ミ物、車両の移動が関与したことレ発生農場から飛



沫核等によって近隣の農場へ伝播したことが考えられる。特にえびの市で
の発生やワクチン接種区域外である西都市や目向市での発生には家畜運搬
車両や飼料運搬車Ｆ呵，ン・：バ係わった可能性がある。

４ 今 後 の 疫 学 調 査 の 課 題 ｙ
ト海外からｃｚ）侵入経路に加え、初期の発生事例から他の農場への伝播経路

や、他め農場に比べてバイオセキュリティが高いとされる農場への侵入
経路等の解明に係る疫学調査を継続する必要かおる。

５ 今 後 の 防 疫 対 策 ぺ の 提 言
アジデ地域では口蹄疫が常在している国が多く、我が国では常に口蹄疫
侵入の危ＲｌｊミＥ性に曝されていることかち、今；ｆｊどの我が国のロに蹄疫対策を改
善していく上で、検討を要する点について、以下に記載する。
・アジア地域を中心に海外の発生状況を常に把握し、ロ蹄疫の侵入防止を
・ Ｉ ■ Ｉ Ｊ

徹 底 す る こ と 。 ｊ
・踏み込み消毒槽、動力噴霧器並びに専用の作業着及び長靴の未設置など

農場レベルでのバイオセキュリティが概して低いことから、今後はその強
化 か 必 要 で あ る こ と 。 ＼
・飼料や家畜の運搬などの流通業者を含む農場間を移動する畜産関係者の＼

衛生対策を強化すること。● １ 。
・迅速な伝染病摘発のために、農家をはじめとする畜産関係者に対してロ、

蹄疫などの重要家畜伝染病の周知を図ることごまた、家畜保健衛生所の職
員を含む獣医師を対象としたロ蹄疫等に関する教育研修を実施し、本病等
め的確かつ迅速な診断を確保すること。
・口蹄疫対策の実効性を点検し、埋却地の確保や簡易診断キシトなど必要

な 体 制 の 構 築 に 努 め る こ と 。 ミ レ レ
・感染源及び感染経路の徹底的な究明は、防疫措置と併行し、発生直後か

ら 詳 細 な 疫 学 調 査 を 行 う こ と 。 ～



１ ロ蹄疫発生の概要

口蹄疫の疫学調査に係る中間的整理（案）
平成２２年８月．０日

口蹄疫疫学調査チーム

ＯＩ４月２０日に宮崎県内の牛飼養農場において確詔された口蹄疫については、川南
町・都農町を中心に発生数；が増加し、えびレの市等の遠隔地での発生も含眠づ｀月４
日の発生までに２９２例；が確認されたｊ、

○今回の発生に対し七は、移動制限や殺処分を中心とした防疫措で｜引こ加え、５月
２年２ＦＥＩから川南地区及びその周辺地域でヽワクチン接種及び接種家畜の殺処分を行
った。７月５日までに全ての家畜の殺処分が終了し（民間種雄牛についヽては７月

１７日に殺処分）、７月２７日に今回の発生に係る全ての移動制限が解除された。

今回の宮崎県での口蹄疫の発生は、２０００年３月に同じく宮崎県で発生が確認
されて以来、１０年ぶりの発生であった。’今回の発生の中心地であった宮崎県川南
町は日向灘に面した宮崎県のほぼ中央に位置し、畜産を中心とした全国でも有数の゛

農業生産地域である。畜産農家戸数は３４８戸で、牛飼養農家と豚飼養農家が密集
す る 県 内 で も 主 要 な 畜 産 地 帯 で あ っ た 。 。 ｓ
今回のロ蹄疫の発生（「発生」とは「患畜又は疑似患畜の発生」とする。）は、４

月２０日、都農町の牛飼養農場において初めて確認された。第１例目の確認後、直
１ １ １ １

ちに周辺地域の移動制限、発生農場での殺処分などの防疫措置が実施されたが、川
南及びｊ都農地区の農場において、連続的に発生が確認された。４月２８日には豚で

初めての発生が確認され、その後川南地区での発生を中心に発生件数ン邸増加してい
った。発生件数の増加に伴い、埋却地の確保が難航し、発生農場での殺処分及び埋

却などが滞ったことから、発生地域も高鍋町、新富町、西都市、木城町へと拡大す
る傾向が見られた／このため、５月２２日から移動制限区域内で飼養されていたす
べて（ァ）。偶蹄類家畜に対してワクチン接種が行われた。その後、ワクチン接種区域内

での発生件数ｌｌに減少し、６月１２日の発生を最後に新たな発生は認められなかった。
川南及び都農地区周辺での発生のほか、４月２８日に、えびの市内刃牛飼養農場

で発生ｚＺ確認された。その後、５月１３日までに周辺地域において豚飼養農場１件、
牛飼養農場２件で発生が確認された。この４件以降の発生は確認されず、周辺農場

ｉ
ｌ



の検査で清浄性が確認されたことから、６月４日をもって、当該地域の移動制限は

解除された。
ワクチン接種区域の外側においては、６月叫

向市、宮崎市、西都市、国富町で発生が確認された。その後西都市では最終的に１
件の続発、宮崎市では２件の続発が確認されたが、その他の地域では１件のみの発
生で終息し、新たな発生は認められなかった、その後順次清１１：ト性確認検査が実施さ
れ、フ月２７目までにこれらの発生に伴う全ての移動制限が解除された。
’ｊｒ崎県内において４月２０日に第１例目が確認されて以降、６月３ｏ剛こワクチ

ン接種家畜の殺処分レ７月５日に疑似患畜の殺処分がそれぞれ終了し、７月２７日

までに全ての移動制限か解除された。発生は宮崎県内にとどまり、他の都道府県へ
感染が拡大するごとはなかったが、ごの３ヶ月余りの間に感染動物が摘発された農
場は、牛２０８戸、水牛１戸、・豚８６戸、めん羊ＴＬ戸、山羊８戸の計２９２戸（複
数の畜種を飼養する農家があるため合計数は一致しない。）であった。発生農場に
おいて処分された動物は牛３７、４１２頭、水牛４２頭、豚１７４、１３２頭、めん羊８頭、山羊１４
頭であり、発生地域においてフクチシ接種後処分された動物も含めると、今回の口
蹄疫の発生に伴って処分された動物の総頭数は牛６８、２６６頭、豚Ｓ！１２０、０３４頭、その他
３ ４ ３ 頭 に 及 ん だ ○ ’ ・ ・ ● Ｉ

２ 分離ウイルスの性状

○分離された口蹄疫ウイルスの血清型は（ｊ型で、今年香港、韓国、ロシアで分離さ
れ た 株 と 非 常 に 近 縁 で あ っ た 。 ニ

○今回の発生事例から、本ウイルスに感染した牛や豚は典型的な口蹄疫の症状を示

すと考えられたノ

（ １ ） 海 外 分 離 株 と の 相 同 性 レ

今回、宮崎県で分離されたウ・イノドスは血清型がＯ型に属するウイルスであった。

動物衛生研究所で決定したｘｑ〕エ遺伝子領域の塩基配列を英国口蹄疫ジファレンメ

ラ ボ ラ 斗 リ ー に 送 り 、 そ の 塩 基 配 列 を 海 外 で 分 離 さ れ た 株 と 比 較 解 析 し た 。 そ の 結

果 、 本 年 ２ 月 及 び ３ 月 に 香 港 で、 ４ 月 に 韓 国 で、 ７ 月 に 戸 シ ア （ 中 国 国 境 付 近 ） で゜ ● 。 。 １ １
分離された株との相同率がそれぞれ９９．２２％、９８．５９％、９８．９％を示し、これらの株



と極めて近縁であることが明らかとなった。

（２）病原性
一般に、牛や豚が口蹄疫ウイルスに感染すると、食欲不振-５１１ニリ氾熱に続いて、口腔

内令蹄に水庖やびらんを形成し、牛でば流話、豚では改行によって気づくことが多
いと言われる。今回の発生事例においても、牛飼養農場では泡沫状の流挺、口蓋、

舌、鼻部（ク）がらん又は潰瘍が、また、豚飼養農場においては、皺行や起立不能を伴
う蹄部のがらん又は潰瘍、鼻鏡部の水庖、乳房のびらん又は痴皮が蔀められた。分
離ウイルスの病原性の詳細については、今後、潜伏期間、ウイルス排出量及び症状
の経過等を調べる動物実験の結果を待づ必要かおるが、発生事例で見られた臨床症

状から、本ウイルスに感染した牛及び豚は典型的な口蹄疫（乙）症状を示すと考えられ
た。

以下に、今回の発生例で認められた主な症状を示す。

①牛（黒毛和種）

泡沫状の流挺 ロ蓋のがらん



② 豚

鼻鏡の水疸

蹄のびらん

３侵入及び伝播経路

１
Ｆ

ｌｌｌｍＺＩ
　　１
　１１

． ゛ ・ ， １ １
． ’ ゛ ・ ・ 「１ ３ １

． ． Ｊ 声 ｀

ｊｉｉｙｙ

乳房の痴皮

蹄のびらん

ｉ’。，

べＩ？４；ｋ４・。・、

｛ 』 岫 。

○これまでに得られた情報から推定される最も早い感染例では、３月中旬において

既に口蹄疫ウイルスが侵入１．でいたと考えられるが、現Ｆ冷点ではレ
疫ウイルスが侵入した経路を特定するに至っていない。今後、初期の発生事例を
ｒ↑砿ヽにアジア地域からの人や物の動きについて、更なる情報収集を進めていくこと

ン う ミ り 芯 要 で あ る 。 ‘

○今回の発生において感染が拡大した要因として、結果として初発事例の確認が遅

｜



れたことにより移動制限が開始された４月２０日の時点で既に１０農場以上にウイ
ルスが侵入していたこと、発生農場で感染動物の殺処分が遅れたこと、農場の密集

地帯で発生したことなどが考えられる。まだ、一部の発生農場（３０農場）におい
ては抗体検査で高い抗体価を示す個体が認められたことから、結果として異常畜の

発見に遅れがあったことも示唆された。
０、農場開の伝播には人、物、車両の移動が関与しだこと、発生農場から飛休核等に
よって近隣の農場へ伝播したことが考えられる。特にえびの市での発生やワクチン
接種区域外である西都市や日向市での発生には家畜運搬車両や飼料運搬車両が係わ
１ １ １

った可ｉｌ赳陛がある。

け）初期の発生事例と侵入経路について
①これまでに得られた現地調査及び抗体検査の結果等を分析した結果、最も雁い時
７期に発症が見られた６例目の農場における発生の経緯は以下のとおりである。

３月２６日：搾乳牛２頭に発熱、乳量低下が見られたことから獣医師が診療６そ
’ ・ の 後 数 日 間 に 、 同 一 の 症 状 を 呈 す る 牛 が 増 加 。 犬

３月３０日：異状が９頭で認められたため、獣医師が家畜保健衛生所に通報ノ
Ｓ月ょ３Ｌ日；家畜保健衛生所が立入。症状は発熱、乳量低下でありロ蹄疫を疑う

症状は認めず、畜主・獣医師からの報告もなかったことからヽ、３頭め血

液、鼻腔スブブ、糞便を採取し、ウイルス・細菌・寄生虫検査を実施。
４月５日：家畜保健衛生所が獣医師から・「ほどんどの牛が解熱したが、一部の牛
‥ 。 の 乳 房 に 痴 皮 。 ア レ ル ギ ー を 疑 ぅ て い る 」 と 聴 取 。 、

４月１４日：家畜保健衛生所が再度立入。３月３１則こ採血した３頭のうち１頭
から再び採血。子牛にも流挺、発熱。回復した牛もいるが、乳質低下（脂
肪 分 減 少 ） 、 被 毛 粗 剛 も 見 ら れ た 。 。

４月〉２工目：４月２０日に発生が確認された工例目の農場との関連農場であるこ

とから、宮崎県庁疫学班が立入調査。全頭回復し症状が見られないが、
３月３ＴＬ日の聴き取り内容と一部異なる内容（３月末には流話、口内炎、

足に異常（改行を呈している）、乳房の皮膚がめくれている牛がいた）が
あ久過去に口蹄疫を疑う症状があった可告厘が認められた。・

４月２２日：家畜保健衛生所が立入調査ノ臨床的に異状はなし。検体を採取。３

月３１日に採取した検査材粧を用。いた遺伝午検査で、ＪＦコ蹄疫ウイルスの



遺伝子が検出されている。これらを考慮すると、この農場へは３月中旬
にウイルスが侵入したものと推定される、。４月上旬頃にはこの農場に加
え以下に述べる｀とおり、他の２農場（１例目と７例目）においてもロ蹄

疫ウイルスに感染・発症した動物が存在したと推定され、結果Ｆ均にこれ
らの初発農場の確認が遅れたことがその後の感染拡大の要因になったも
の と 考 え ら れ た ○ ． Ｉ 、

②また、１例目の農場における発生の経緯は、
４月７日：発熱（４０、３度）でえさを食べないと獣医師に往診依頼。当該牛は流誕、

ヅ 活 力 な く 震 えて い る 状 態 。 ロ 腔 内 に は 異 常 は な し 。
４月８日：熱は平熱だが流誕もあり、リンパ節が腫れていたため、抗生物質を投

与。
４月９日：熱は平熱だが、食欲不振、挺を流すというこ、ヒヤロ腔内を確認。上唇

＜＼基部に潰瘍、舌先端部に表皮の脱落を確認。獣医師からロ蹄疫の可能性
も否定できないとの通報を受けて家畜保健衛生所が立入。全頭を確認し
たが、病変が口腔内であり１頭だけであったとから経過観察。

４月１６日：他の牛で発熱（３９．３度）し、話を流してえさを食べない牛がいると
Ｉ Ｉ ゝ ‘

の往診依頼が獣医師にあり、当該牛の舌と歯床板にびらんを確認。他に

えさは食べているが流挺の牛を確認したが、その牛の口腔内に異常はな
し。獣医師が家畜保健衛生所に通報。

４月１６日：１６日に流挺だけの牛がえさを食べなぐなり、発熱（４１．５度）。・もあ
るため往診依頼。獣医師の往診時には、家畜保健衛生所は立入を済ませ
ており、づ２頭ともびらんを確認。ロ蹄疫以外のウイルス性疾患検査のた
めに家畜保健衛生所が検体を採取、

４月１９日：ブルータング、牛パラインフル土ンザ、牛ウイルス性下痢、牛伝染
性鼻気管炎、イバラキ病について、家畜保健衛生所による検査結果が陰

≒ 性 。 口 蹄 疫 を 疑 い 、 午 後 か ら 家 畜 保 健 衛 生 所 が 再 度 立 入 し 全 頭 分 分 検 体

‥を採取。新たに別の同居牛１頭にびらんを確認。
となっている。



③さらに、７例目の農場における発生の経緯は、
４一月８日頃：道路側牛舎に食欲不振。（９日以陸１多頭数に食欲不振改善薬を投与）
４月１３日：食肉処理施設に出荷。当該農場で９頭積載後、同¬車両で９例目農

場（えびの市）で３頭積載。Ｉ Ｉ ；
４月２２日午前・：同牛舎にて発熱、微熱、食欲が落ちだＴＬＯ数頭に流挺、その後

にびらんを確認。
４月２４日：本社の了解を得て家畜保健衛生所に通報しようとしたところ、家畜

保健衛生所から農場に立入検査の連絡（２例目‾飼料運搬車を介した疫
学関連農場だったため。）かおり、異常牛について通報。午前に立入検
査。３棟とも流話を示す牛が所々見られた。鼻腔・鼻鏡の潰瘍・びらん、
舌の粘膜剥離を確認した５頭について、血清及びスワブを採材。蹄に異、

常 な し 。 ・
となっている。

④これまでの初期の発生事例（３農場）に関する調査において、３農場のうちの１

農場（１例目）でＳ月中旬まで中国産稲わらを使用していたことが確認されている。
これらは輸入前に加熱処理が行われており、また、同様に中国産稲わらを与えてい

た多くの農場では発生が確認されて牡らず、中国産稲わらが感染源となった可能性
は極めて低いと考えられる。その他口蹄疫発生国からの飼料や物品の持ち込み、発
生国への渡航、発生国からの訪間者の受け入れなど、これまで海外からの直接的な
口蹄疫の侵入要因は確認されていない。今回の発生に関わるウイルスが、、本年の香

‾港、韓国及びロシアでの発生時に分離された株と近縁であることを考慮すると、ウ

イルスはアジア地域から人あるいは物の移動等に伴って我が国へ侵入した可能性が

高いと考えられるが、現時点ではその経路を特定するに至ってＴいない。今後ミ初期
の発生事例をけ＝べＬヽにアジア地域からの人や物の動きについて更なる情報収集を進め
ていくことが必要である。

（２）感染拡大要因について

① 川 南 及 び 都 農 地 区
これまでに得られた情報の分析結果から、移動制限が開始された４月２０日の時

点で、少なくとも１０農場以上に口蹄疫ウイノレスが侵入し七いたと考えられた。ま



た、感染拡大の一因として、異常畜発見に遅れがあったことも示唆された。今回の
発生の中心となった川南地区では牛飼養農場と豚飼養農場が混在し、宮崎県内でも
特に農場が密集している地域であり、感染農場から周辺の農場に伝播しやすい状況
にあったと考えられる。感染後のウイルスの排泄量が牛のそれと比較して約１、０００

倍と言われている豚への感染が１０、１２及び１３例目の農場で確認されたが、こ
のうち１０例目の農場については、入場に際しシャワー＝イン・シャワーアウトが義

務づけられているなど、他の農場に比ベノｊイオセキュリテイが高いとされる農場で１■
あったが、し方で、そのたい肥の管理が厳格に行われていなかったことなどが確認
されており、こぅしたことも感染拡大の一因と考えられる。さいこ、発生件数の増

加に伴い、発生農場における殺処分。埋却が滞ったため、多くの感染動物７：μｊ環境中
にウイルスを排出する状態が続いたことも感染拡大の大きな要因と考えられる。

② え び の 市 ミ ～
えびの市における初発例（９例目）は川南町の７例目と関連農場であり、同一

の家畜運搬車両が両農場に入場していることが確認されおり、これがウイルスの伝

播 に 関 与 し た 可 告 注 が あ る 。 △ レ
③ ワ ク チン 接 種 区 域 外
。・西都市（２８３例印及び日向市（２１４例目）については、児湯地区の発生農
場と同じ飼料運搬会社の人・車両が、その発生農場へめ運搬と同日または連続した
則こ使用されていたことが確認されていることから、この車両によりウイルスが伝
播 し 、 感 染 し た 可 ｉ 脂 性 が あ る 。 ¶ ● ・ 。ｒ 。ゝ ｒ ｌ
＝・・西都市内の発生農場間（２８３例目と２８９例目）で、それぞれの農場から牛を

出荷する際、同一車両が使用された例が確認されていることから、当該運搬車両を
介してウイルスが伝播し、感染の原因となった可能性が高い。
・宮崎市内の３農場（２８５例目、２９１例目及び２９２例目）の発生については、

当該３農場は同一地区に存在し、農場間の距離が数百メートル程度であることから√
飛 沫 核 に よ る 近 隣 伝 搬 の 可 Ｉ Ｒ ２ 性 を 否 定 で き な い 。 ：

（ ３ ） 農 場 問 の 伝 播 要 因 に つ い て づ
①。人及び車両による伝播

前述のとおり、ロ蹄疫の発生が確認される以前に１０農場以上にウイルスが侵入
していたと推定されるが、これらの感染農場間の伝播は、家畜、たい肥、飼料又は
その他の畜産資材の運搬、従業員の移動などに伴う人々車両の動きによぅて伝播し



たことが疑われた。また、移動制限実施後においても、飼料や家畜などの運搬に伴

う人や車両の動きが感染拡大に関与した可能性が考えられる。
② 近 隣 農 場 へ 刃 伝 播 ・

Ｆ］蹄疫に感染した牛や豚は呼気中や糞尿中に大量のツィルスを排出するためレ周
辺環境がウイルスで汚染されることが知られている。川南地区を中心とする発生地

域では、多くの発生農場で感染動物を殺処分するまでに長い時間を要したため、こ
／れらの農場内及びその周辺環境が大量のウイルスにより汚染されていたと考えられ
る。これらのウイルスが飛沫核として飛散し、また、共通の道路の利用、昆虫や小
動物などによる機械的伝播など不特定の経路を介して周辺農場に拡がった可ｊｌｉｌ訓生が
考 え ら れ る 。 ＼１●

③ 野 生 偶 蹄 類 動 物 に よ る 伝 播 の 可 能 性 。
’宮崎県中部の山聞部には野生のシカ、カモシカ、イノシシが生息していることが

知られている。これまで、これらの野生動物１４頭にういて遺伝子検査を実施した
、結果（８月１９日現在）、全て陰性であ、った。今回（７）発生農場の多くは平野部に位

置しており、野生動物が感染拡大において重要な役割を担ったとは考えにくい。し
かしながら、一部の発生は山間部の農場においても見られており、野生動物の感染

状況にづいては更なる調査が必要である。

４今後の疫学調査の課題
○海外からの侵入経路に加え、初期の発生事例から他の農場やヽの伝播経路やバイオ
セキュリテイが高いぐされる農場への侵入経路等の解明に係る疫学調査を継続する
必 要 が あ る 。 ＼

我が国への口蹄疫ウイルスの侵入経路にづいては、！呂；ｌ、一時点で特定するに至っていな
いが、引き続き海外からの侵入経路に関する調査を進めることとする。また、初期の

発生事例から他の農場への伝播経路や、他の農場に比べてバイオセキュリティが高い
とされる農場への伝播経路等の解扁Ｅ万言る疫学調査について、調査を継続し、今後の
防疫対応に万全を期すよう、更に検討を進め、る）必要があると考える。

５ 今 後 の 防 疫 対 策 へ の 提 言

○アジア地域をｒ↑＝１心に海外の発生状況を常に把握し、ロ蹄疫の侵入防止を徹底する、



こ と 。 、 ・ 、
０踏み込み消毒槽、動力噴霧器並びに専用の作業着及び長靴の未設置など農場レベ
ルでのバイオセキュリティが概して低いことから、今後はその強化が必要であるこ

と。、
０飼料や家畜の運搬などの流通業者を含む農場間を移動する畜産関係者の衛生対策
を 強 化 す る こ と 。 ご ＼
○迅速か伝染病摘発のために、農家をはじめどする畜産関係者に対してロ蹄疫など
の重要家畜伝染病の周知を図ること。また、獣医師を対象とした教育研修を実施し。♂ ・ ・
伝 染 病 の 的 確 か つ 迅 速 な 診 断 を 確 保 す る こ と 。 ‾
〇口蹄疫対策の実効性を点検し、埋却地の確保や簡易診断キットの開発など必要な
体制の構築に努めること。
○防疫措置と併行し、発生直後から詳細な疫学調査を行うこと。

我が国で発生したロ蹄疫の原因ウイルスは、今年になってアジア地域で分離された
ウイルスと近縁う？あづたことから、これらの地域で流行しているウイルスが何らかの
経路で我が国に侵入したものと考えられた。今回の発生に関して、宮崎県、農林水産Ｉ ●
省、現地調査チーム等によって調査が進められてきたが、。これまでのところ口蹄疫が
国内へ侵入した経路を特定することはできていない。しかしながら、アジア地域では
ロ蹄疫が常在している国が多く、また、、近年、人と物の国際移動が短時間で可能とな
り、活発化していることを考えれば、我が国は常に口蹄疫侵入の危険性にさらされて
いると言っても過言ではない。こめたか、今回の発生経過を詳細に分析し、侵入要因

のみならず感染拡大要因も含めて検討することは、今後の我が国の口蹄疫対策を改善・ ● ． Ｉ
していく上で重要分ある。これまで調査した結果から考察された、検討を要する点に
ついて以下に記載するが、まだ不十分なところもあるため、今後も調査を継続し、更

なる検討を進める皿ｆ、要があると考える。

（１）アジア地域を中心に海外のロ１除疫発生状況を常に収集し、リスクに応じた適切な’
対策を講じることにより、引き続き海外からの侵入防止を徹底する必要がある。

（２）今回の発生農場においては、踏み込み消毒槽、動力噴霧器並びに専用の作業着及
び長靴の未設置など概してバイオセキュリティーの低い状況；び確認された。ロ蹄疫
に限らず農場内の家畜を伝染病から守るためには、常目頃からの飼養衛生管理を徹



底し、専用の長靴・や作業着を着用し消毒を徹底するなど疾病の侵入防止対策を強化
す る 必 要 が あ る 。 し

（３）家畜、死亡畜、飼料、敷料などに関わノる流通関係業者において、農場間移動に際
して消毒が不十分であったなど一部衛生対声の不徹底が見られた。・農場の飼養者以

外の畜産関係者も含め農場聞での物や人の移動は家畜伝染病のまん延に重要な役割
を果たすことを理解の上、必要な防疫対策を常日頃から実施する必要がある。

（４）一部の発生農場（３０農場）においては、高い抗体価を示す個体が認められたこ
ーとから、結果としで異常畜の発見に遅れがあったこ々が示唆された。り蹄疫の迅速

な摘発は最も優れた防疫対策の一つであり、日頃より飼養家畜の健康観察に努める
とともに、異常を確認した際は直ちに獣医師、家畜保健衛生所に通報すべきである。

今回の発生を踏まえ、全国におい｀’（１口蹄疫をはじめとする家畜伝染病に関する知識
の普及・啓発を、家畜の飼養者のみならず、広く龍通業者や畜産関係者等に図るべ

きである。また、家畜保健衛生所の職員を含む獣医師を対象とした口１１兪疫等に関す
る教育研修を実施し、家畜伝染病の的確かつ迅速な診断を確保すること。

（５）今回の発生において、埋却場所の確保など迅速な家畜の処分に必要な対応ができ
なかったととも感染拡大の大きな要因になっていることから、基本的に都道府県や
’市町村は、地域の実情に応じて迅速な早期殺処分・埋却を実施するための埋却地の

確保を調整する必要がある。＼また、ロ蹄疫発生ＦＩ寺力危機管理対応として、簡易診断
キッ。卜の開発や消毒ポインドの設置など発生現場における迅速な防疫活動の実効性
について点検し、必要な体制の構築に努める必要がある。

（６）今般の発生発生当初においては、防疫措置を優先し、防疫措置が終了した後に発
生農場における疫学調査を開始したことから、国・県による疫学調査の開始が遅れ／ ● ¶ Ｉ
たことは否めない。徹底的な感染源及び感染経路の究明に当たっては、発生直後か
ら迪やかに疫学調査をＦ謁始することが望ましく、今後は防疫措置と併行し、まん延
防止に十分配慮しつつ発生後から直ｉＥ、に詳細な疫学調査を行うべきである。なお、¶ ・ １
農家においては通常、人や物の出入りに関する記録がほとんど行われておらず、疫
学調査を実施する上での問題となったことから、今度そのあり方が検討、されること
が望ましい。



資 料 １ １ ・
海 外 で の 発 生 状 況 ‾
２、０１０年に入ってからの近隣諸国の発生状況は７月２９日現在、以下のとおり。

①香港：Ｏ型が２月に豚飼養農家３件で発生
②韓国：Ａ型が１月から３月までに牛６件、鹿１件で発生。また、Ｏ型が４月から６
月までに牛８件（うち１件は山羊も飼養）、豚４件、猪１件で発生ス

③台湾：Ｏ型が２月及び６月に豚飼養農家で、それぞれ１件発生
④中国：Ｏ型及びＡ型が各地域で散発
⑤モンゴル：Ｏ型が４月から６月までに３件で発生
⑥ロシア：Ｏ型が７月忙１件で発生∧



資料２防疫対応及び清浄性確認検査
（ １ ） 防 疫 対 応 ‾

４月之Ｏ目に都農町で１例目の発生が確認されたことを受け、宮崎県は防疫指針

に基づき、当該農場内の偶蹄類の家畜全部の殺処分及び当該農場を中心に半径１０
ｋｍの移動制限区域、並びに半径１０～２ｏｋｍの搬出制限区域を設定するととも
に、本病のまん延防止のための車両消毒ポイントを４ヶ所設置した。その後も発生

。スが続き、９例日となるえびの市での農場の発生により、当該農場を中心に移動制限

区域及び搬出制限区域が設定されたが、これらり制限区域は６月４「Ｈこ解除された。

（２）口蹄疫の清浄性確認検査及び移動制限・搬出制限の解除
Ｉ Ｉ ● ’ ● ｀

清浄性確認検査については、口蹄疫の発生後、最初に移動制限が解除されたえび
の市地域においては、移動制限区域内の全ての偶蹄類の家畜飼養農場における臨床

検査並びに発生農場を中心とした半径３ｋｍ以内の牛飼養農場及び疫学関連農場の
血清学的検査を行った。その後ワクチン接種区域を除く制限区域の清浄性確認検査＝

においては、えびの市地域での検査方法に加え、発生農場を中心とした半径３ｋｍ

以内め豚飼養農場についても血清学的検査を行９だ。その結果、宮崎市地域におけ
る検査では疑似患畜と診断された例７５吋例あり、当該発生農場での殺処分終了３週
以降から改めて清｜争性確認検査を実施し、清浄性が確認された。なお、その他の地
。域における検査ではすべて陰性であり、清浄性が確認された。地域別の移動制限及

び 搬 出 制 限 区 域 の 解 除 目 は 以 下 の と お り 。 ・

①えびの市地域：６月乱Ξｉ②都城市地域：７．月：２日③日向市地域：７月３日
④西都市地域：７月別
⑥ワクチン接種区域：７月１６目⑦高鍋町地域ト７月１８日
⑧宮崎市：７月２７日

べ



資 料 ３ 現 地 疫 学 調 査 チ ー ム 等 に よ る 調 査 結 果 の 概 要

（１）初期感染事例

① １ 例 目 ‥
・２月１６日に中国産稲わらを購入、自分の車で運搬し、３月中頃まで利用していた。

そ れ 以 降 は 、 自 家 産 稲 わ ら を 利 用 し て い た 。 ニ
・海外からの従業員は受け入れていなかった。

・ ６ 例 目 と 同 ＝ 業 者 の 豪 州 産 オ ー ツヘ イ を 使 用 して い た 。 配 合 飼 料 は 農 協 か ら 購 入 し

て い た 。 ／
・当該農場は山間部にあり、飼料運搬車も入れア；こいほどの細い道の奥にある。

・担当獣医師及び削蹄師について、他の初期感染事例と共通していなかった。

・過去、１か月間牛の出荷はなかったノ

・糞尿は自家農場内でたい肥化していた。

・６例目農場との距離は６００ｒｈであるが、放牧地等は隣接していなかった。

② ６ 例 目 「 Ｉ
・２００８年と２００９７１ＦＥにｌロ蹄疫待浄国であるオーストラリアより水牛を導入して

いた。
・ 海 外 か ら の 従 業 員 や 研 修 生 は 受 け 入 れて お らず、 農 場 主 を 含 め 従 業 員 の 最 近 の 海 外

渡航歴はなかった。
・チーズの製造・販売で雑誌等の取材を受けており、農場の見学（８：３０-１０：３０）を

● 、 ● ｊ ● Ｓ ● ｌ ｊ
受 け 入 れて い た 。 な お 、 農 場 主 に よ れ ば 、 海 外 か ら の 農 場 見 学 者 は い な か っ た と の

ことであるが、人の出入りについては特に記録はなかった。

・ 同 一 農 場 内 で 飼 養 さ れ て い た 豚 は 感 染 し て い な か っ た 。 ・

・他の発生農場の家族がチーズ製造部門の従業員として働いていた。

・担当獣医師について、他の初期感染事例と共通していなかった。

・敷料は全て国産のものを利用していた。

・ 川 南 町 の 農 場 に 毎 日 サイ レ ー ジ を 取 叫 こ 行 って い た が 、 当 該 農 場 で は 発 生 は 確 認 さ

れ な 加 っ た 。 ・
・ 今 年 に 入 って か ら は 、 ３ 月 ２ ０ 日 に 死 亡 し た 水 牛 を 処 理 業 者 ま で 自 農 場 の ト ラ ッ ク

に て 持 ち 込 ん で い た 。 ＿



・４月１１日に１例目の農場主（地区の班長のため）か地区の週報を配りに来た。た

だし、地区の他の農場ニ（未発生）りこも同様に配布七ている。

③７例目
べ海外からの従業員は受け入れておらず、従業員の最近の海外渡航歴はなかった。
・４月８日に食欲不振を示す牛が確認されており、農場の記録によるとこの目以降に

食 欲 不 振 改 善 薬 等 を 多 頭 数 体 投 与 し て い た 。 ／
・農場の記録によ；ｌ・は、他の農場との開で家畜の移動が行われていた。最近の家畜の

移動履歴、死亡牛の頭数については、保管記録等により確認された。／
｀・今年に入９て７回（直近は４月７日）、死亡畜を処理業者が回収していた。へ

・えびの市の発生例を含む他の農場と飼料や家畜の運搬車が共通していた。
・担当獣医師について、他の初期感染事例と共通していなかった。

（ ２ ） え び の 市 で の 発 生 ＼
・４月±３則こＪＩ哺町の７例目農場で牛を積んだ出荷車両が、同日に９例目農場に立ち

寄り牛を追加積載していた。
・２２例目農場は、。９例目農場及び８３例自農場から約１ｋｎｊ、６８例目農場から約１００

ｍ離れたところに位置していた。

（１３）ワクチン接種地域外での発生-Ｊ
・ ２ ８ ０ 例 目 （ 都 城 市 ） に つ いて、 農 場 主 を 含 め 従 業 員 は 、 ５ 月 中 旬 以 降 に 、 都 城 市

以 外 （ 特 に 川 南 地 区 ） に 出 か け た こ と は な く 、 飼 料 や 敷 料 も 川 南 地 区 か ら は 運 搬 し

て い な か っ た 。 ‾
・２８３例目（西都市）及び２８４例Ｆョバ日Ｉ向市）については、川南地区め発生農場へ

飼料を運搬した人・車両が、同日又は翌日に飼料を搬入している。
・２８３例目と２８９例目（西都市）り間で、それぞれの農場から牛を出貪した人や・

出荷に使、用した車両が共通していた。
・宮崎市内の３発生例（３８５例目、２ＬＬ例目、２９２例目）については、同一地区

に存在し、農場間の距離が数百ｍ程度であるが、直接的な人や物の移動は確認されな

か っ た 。 ダ



資料４発生農塚Ｍこおける口蹄疫発症時期の推定
今回の宮崎県１；ｒｌおける口蹄疫め伝播状況を検証するため、発生農場における口蹄疫

の発症時期を推定した。一発症時期の推定は、立入り検査時に撮影した発症家畜の病変

画像及び抗体検査の結果を基本に、届出時の飼養者からの報告内容も考慮して行っ尭。
病変画像を用いた発症時期の推定には、病変の形成日数に関する英国農務省め報告書
を参考とした。抗：体価にういては、抗イ１ド価がピークに達するまでの日数を考慮し、ま
た、抗体価の高い動物が複数Ｘ頭確認された場合は、農場内での京ん延に要した日数も
考慮した。なお、今回の発症日の推定については、病状（ｚ）俳体差などにより誤差が生
じることがあることに留意する必要かおる。

発症日の推定状況（４月２０日発生確認時点）

※５月旧時点での発生確認事例

匹 発 症 し た 動 物 が 存 在 し た と 推 定 さ れ る 期 間＼‘゛‾’”発症前２週間（農場へ侵入した可能性のある期間）

２０日発生確肥時



ＯＩＥに

盟万］

よる清浄ステータス回復認定までの流れ

１０月６／日
ＯＩＥ清浄ステータズ回復申請可能

１２月７-９日
口蹄疫専門家会合

ｒ専 ｑ家による検討

２月３一９日
Ｏ Ｉ Ｅ 科 学 委 員 会 し

清 浄 ス テ ー タ ス の 回 復 認 定

ステータス

回 復 申 請 書 類

の提出

-
̶
Ｉ
Ｉ
̶
Ｉ



２０１０年ＯＩＥ陸生コード（仮訳）

第１．６章ＯＩＥリスト疾病のステータス自ら宣言及びＯＩＥ公式認定の手順

第 １ ． ６ ． １ 条 一 般 原 則 丿

加盟国は、国、地域又はコンパートメントのＯＩＥリスト疾病の清１・§：卜性につい
て自ら宣言することができる。当該加盟国が、その要求するステータスをＯＩＥ
に通知し、ＯＩＥが当該要求を公表する場合もある。公表は、当該要求の承認を
意味するものではない。〔〕！：Ｉ£は、牛海綿状脳症（ＢＳＥ）、ロ蹄疫（ＦＭＤ）、牛疫
及び牛肺疫（ＣＢＰＰ）の自ら宣言は、公表しない。

加盟国は、次の各号に掲げる事項に関するＯＩＥの公式認定を要求することが
で き る ○ ‘ Ｉ ’
１．ＢＳＥに関連する国ヌは地域のリヌクステータス
２に国又は地域のワクチン接種又は非接種ＦＭＤ清浄性
３ ． 国 の 牛 疫 清 浄 性 ＿
４．国又は地域のＣＢＰＰ清浄性
ＯＩＥは、この他の疾病に対する公式認定を授与しない。

＝・ミミ＿
前段各号に掲げる要求をする場合には、加盟国は、当該申請国又は地域の獣

医サービス部門が、陸生コードの第１．１章ｊ、第３．１章及び第３．２章の規定並びに
陸 生 コ ー ド 及 び 陸 生 マ ニュ アル の 関 連 疾 病 章 の 規 定 を 遵 守 して い る こ とを 詳 し
く 述 べ た 書 類 を 提 出 す る も の と す る 。 ＼

疾病ステータスの公式認定を要求する場合には；、当該加盟国は、１７ＳＳＥ、ＦＭＤ、
牛疫又はＣＢＰＰについて、それぞれ第１．６、２条、第１．６．３条、第１．６．４条又は第
：Ｌ．６．５条で必要とされる情報を提供する一件書類をＯｍ科学技術部に提出する
も の と す る 。 ＿

疾病ステータスの公式認定及び維持のためのＯ！Ｅの枠組みは、２００８年５月
の第７６回総会で採決された決議第ＸＸＩＩ１号府政手続き）及び決議第ＸＸＩｌｉ号
（金銭債務）に記述されている。

第１．６．３条口蹄疫に関する質問状［抄］

ワ ク チ ン 非 接 種 Ｆ Ｍ Ｄ 清 浄 国 ．
２０１０年陸生コード第８．５章に基づく、ウクチン非接種］かｒＤ清浄国としての

ステータス認定を申請する加盟国の報告書

次に一掲げる項目について簡潔に書いてください。国の規則、法律及び獣医行
政機関の指示は、ＯＩＥ公式言語のーっで参照され √添付されるものとする。



２０１０年○エＥ陸生コード（仮訳）

１。序論［略］

２ ． 獣 医 制 度 ［ 圖 ∧ づ

； ３ ∧ ノ λ ４ Ｄ ＼ の 題 ご
ａ］経緯

当該国におけるＦＭＤの経緯、最初に検出された日付、感染源、根絶の日付
（最終発生日）、問題のウイルスの型及び亜型の記述を提出するこ、と。

ｂ ） 戦 略 、
いかにしてＦＭＤのまん延が防止され、根絶されたか（たとえば、摘発淘汰、

修正摘発淘汰及び地帯設定）を記述し、、根絶までのタイムフレームを提出す
ること。
ｃ ） ワ ク チ ン 及 び ワ ク チ ン 接 種 ‥

：Ｉ；｀Ｍｐワクチン使用の有無。使用した場合には、最後のフタチン接種がいつ
実施されたかレヮクチン接種された動物の種類は何か。
ｄ ） 心 ｅ ） ［ 略 ］ ＼

４ ． Ｆ Ｍ Ｄ の 診 断 ［ 略 ］ ・

５ ． Ｆ Ｍ Ｄ サ ー ベ イ ラ ン ス ‾
当該国におけ・るＦＭＤのサーベイランスが、陸生コード第８ふ４２条から第

８．５．４８条及び陸生マニュアル回診１．５章の規定を遵守していることの証明書類
を提出するごと。次に掲げる項目；ｉ５ｓ詳細に記載されているものとする。＜

ａ ） ［ 略 ］ プ
ｂ）血清学的サニベイランス

血 清 学 的 調 査 を 実 施 して い る か 。 実 施 して い る 場 合 に は 、 調 査 設 計 （ 信 頼
水準、サンプルの規模、層別）に関する情報の詳細を提出すること。それが
実施された頻度。血清学的調査に野生の感受吐動物が含まれるか。過去２年
間のＦＭＤＶ検査のサンプル数 √ 動物種、サンプルのクイブ、検査方法及び結
果（鑑別診断を含む。）を記した概要表を提供すること。全ての疑い例及び陽

っ性結果に関するフォローアップ活動の詳細を提出すること。標的サーベイラ
ンスの群の選定基準及び調査された動物及び検査されたサンプルの数を提出
すること。指標などのサーベイランス制度の履行を監視する方法の詳細を提 ‘
出 す る こ と 。 。 、 ノ

ｃ ） ～ ｅ ） ［ 略 ］ ニ

６，ＦＭＤの予防［略］

７．管理措置及び緊急時対策［略］

８．陸生コードの尊守［略］



２０１０年ＯＩ宅陸生コード（仮訳）

９ 。 ス テ ー タ ス の 回 復 ヘ グ
ステータスの回復を申請する国は、陸生コード第８．５．９条の規定を遵守し、

本質問状の３ａ）・項、第３ｂ）項、第３ｃ）項及びｌｉぎ５ｂ）項に記載された｜洋細
情 報 を 提 供 す る も の と す る 。 関 連 が あ る 場 合 に 限 り 、 そ の 他 の 項 に 関 す る 情
報を提出する必要かおる。

ｊ



２０１０年ＯⅢ陸生コード仮訳

第８．５章ロ蹄疫第８．５．９条清浄ステータスの回復

原文 仮訳
ＡＩゼｄｅ８．５．９．

Ｒｅｃｏｖ包逗ｙｏｆｆｒｅｅｓｔａｔｕｓ

１．Ｗでｈｅｎａｌ１ＦＭ工）ｏｕｔｂｒｅａｋｏｒＦＭ工）ｖｉｎ１１３ｃｔｉｏｎ６ｃｃｕ。ｒｓｈｌａｎＦＭＩ）昏ｅｅ

ｃ（ニ・ｕｎ仕ｙｏｒｚｏｎｅｗｈｅｒｅｖａｃｃ泌ａｔｉｏｎｉｓｎｏｔｐｒａｃｔ辿ｅｄ，ｏｎｅｏｆｔｈｅｆｂＵｏｗｉｎｇ
・ ／

ｗａｉｔｉｎｇｐｅｒｌｏｄｓｉｓｌｒｅ（ｌｕニｉ：ｒｅｄｔｏｌｒｅｌｇａ毎ｔｈｅ１３ｔａｔｕｓｏｆ：ｌｊ` ＭＤｆｒｅｅ（；〔）ｕｎｔｒｙｏｒ

ｚｏｎｅｗｈｅｒｅｖａｃｃｉｎａｔｉｏｎｉｓｎｏｔｐｒａｃｔｉｓｅ（１：

ａ）３ｍｏｎｔｈｓａ代ｅｒｔｈｅｌａｓｔｃａｓｅｗｈｅｒｅａ１３ｔａｍｐｈｌｇ’ｏｕｔ．ｐｏｎｃｙｎｎｄ

ｓｅｒｏｌｏｇｉｃａｌｓｕｒｖｅｉｎａｎ（氾・ａｒｅａｐｐｎｅｄｈ

８．５．４８．；ｏｒ

ｂ）３ｍｏｎｔｈｓ；ＥＪｔｅｒｔｈｅｓｌａｕｇｈｔｅｒｏｆａｎｖａｃｃｉｎａｔｅｄａｎ、ｉｌ：ｒｌａｌｓｗｈｅｒｅａ

ｓｔａ皿ｐ込ｇ-ｏｕｔｐｏｈｃｙ，ｅｍｅｒｇｅｎｃｙｖａｃｃｉｎａｔｉｏｎａｎｄｓｅｒｏｌｏｇｉｃａｌｓｕｒｖｅ１１１ａｈｃｅ

ａｒｅａｐｐｎｅｄｉｎ：ａｃｃｏｒｄａｎｃｅｗｉｔｈＡＩ・ｔｉｃｌｅｓ８．５．４２．ｔｏ８．５．４８．；ｏｒ、

ｑ）６ｍｏｎｔｈぎＩＥｆむｅｒｔｈｅｌａｓｔｃａｓｅｏｒｔｈｅｌａｓｔｙａｃＣｉｎａｔｉｏｎ（ａｃ（ｌ（）ｒ（１ｉニａｇｔｏｔｈｅ

ｅｖｅｎｔｔｈａｔＯＣＣＵｒＳｔｈｅ唵ｔｅＳｔ），ＷでｈｅｒｅａＳｔｎｍｐｉｎｇ｀ＯＵｔｐｏ毎毎ｌｅｌニｎｅｒｇｅｎＣｙ

ｖａｃｃｉｎａｔｉｏｎｎｏｔｆｏｎｏｗｅｄｂｙｔｈｅｓｌａｕｇｈｔｅｒｉｎｇｏｆａ且ｖＥ１（ｌｃｉｎａｔｅｄａｌｌｉｍａｌｓ，

ａｎｄｓｒｏｌｏｇｉｃａｌｓｓｕｒｖｅｉｌｌａＴｌｃｅａ．ｒｅａｐｐｈｅｄｉｎｆｌｃｃｏｒｄａｎｃｅｗ鉉ｈＡＩ-ｌｊｃｌｅｓ８．５．４２、

ｔｏ８．５．４８．，ｐｒｏｖｌｄｅｄｔｈｔａｓｅｒｏｌｏｇｉｃａｌｓｕｒｖｅｙｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｄ（３ｂｃｔｉｏｎｏｆ

ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓｔｏｎｏｎｓｔｒｕ（ｌｔｕｒａｌｐｒｏｔｅｉｎｓｏｆＦＭＤｖｄｅｍｏｎｓｔｒＥｌｔｅｓｔｈｅ，ｌ山ｓｅｎｃ６

ｏｆｈニＥｆｂｃｔｉｏｎｉｎｔｈｅｒｅｍｎｉｎｈｌｇｖａｃｃｉｎａｔｅｄｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ．，

第 ８ ． １ ５ ． ９ ． 条 ・ ・

清 浄 ス テ ー タ ス の 回 復

１．ＦＭ］）の発生又は：ｌｉ｀ＭＴＤＶの感染が、ワクチン非接種Ｆ征Ｄ清浄国又は地域

で起きている場合、次に掲げる待樋期間のいずれか一つが、ワクチン非接種
ＦＭＤ清浄国又は地域のステータスを再取得するために必要とされる。

ａ）摘発淘汰政策及び第８．５．４２粂から第８．５．４８粂までに基づく血清学的サ
- ベ イ ランスが適用されている掛合には、最終症例後３ケ月間

ｂ）摘発淘汰政策、緊急ワクチン接種及び第８．５．４２条から第８．５．４８条まで

に基づく血清学的サーベイランスが適用されている場合には、ワクチン接種
されたすべての動物のと最後３ケ月問

ｃ）ＦＭＤＶの非構造クンパク質に対する描：体を検出する血清学的調査が、現

存りワクチン接種群に感染がないことを証明している場合であって、摘発淘
汰政策、ワクチン接種動物の必ずしもすべてがと殺されない緊急ワクチン接

種及び血清学的サーベイランスが、第８．５．４２条から第８．尽４８条までに基づい
七適川されていると刮こは、最終症例又は最終ワクチン接種（いずれか迎い

方による）昔６ケ月間
・ 喝 ● -

- 一 一 一 一 → ｊ ■ Ｉ - - ｊ 一 一 ｊ
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ａ，ｃｃｌｏｌｒｄａｌｎｃｅｌｗｉｔｌｈＡＩ・ｔｉｄｅｓと３１．ｆＳＩェ．４０．ｔｏＥ３１．５．４６．ａｒｅａｐｐｌｈｅｄ，ｐｒｏｖｉｄｅｄｔｈａｔｌｔｈｅ

ｓｅｒｏｌｏｇｉｃａｌｓｕｒｖｅｍａｈｃｅｂ匹皿ｄｏｎｔｈｅｄｅｔｅｃｔｉｏｎｏｆｊｉｍｔｉｂｏｄｉｅｓｔｏ

ｎｏｎｓｔｒｕｃｔｕｒａｌｐｒｏｔｅｉｎｓｏｆＦ’Ｍ工）ｖｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｅｓｔｈｅａｂｓｅｎｃｅｏｆｖｉｒｕｓ

（ ｌ ｉ ｒ ｃ ｕ ｌ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ． ： ， ，

３．Ｗ＾ｈｅｎａＦＩＶ（Ｄｏｌｌｔｌ：）ｒｅｊｋ’ｏｒｌｊ｀ＭＤＶ姐１１，ｃｔｉｏｎｃ）ｃｃｕ：ｒｓｉｎａＦＭ：Ｄｆｒｅｅ

ｃ ｏ ｍ ｐ ａ ｒ ｔ ｍ ｅ ｌ １ １ ら Ａ ｒ ｔ ｉ ｄ ｅ ８ ． ５ ． ６ ． ａ ｐ ｐ ｈ ｅ ｓ ． ：

摘発淘汰政策が実施されなｌ、ヽヽ場合、第１項め待機期間は適用されず、第８．５．２
条又は第８．５．４条が適用される。

ＳＦＭＤの発生又はＦＭＤＶの感染が、ワクチン接種ミＦＭＤ清浄国又は地域で

起きている場合には、次に掲げる待機期間のいずれか一つが、ワクチン接種
ＴＦ｀ＭＤ清浄国又は地域のステータスを再取得するために必要とされる。

ａ）ＦＭＤＶの非構造タンパク質に対する抗体を検出する血清学的サーベイ

ランスが、ウイルス循環がないことを証明してい濯謡合であって、傍発淘汰
政策、緊急ワクチン接種及び第１３．１４２条から第８．５．４８条までに基づく血清学
的サーベイランスが適用されているときには、最終症例後６ヶ月間

ｂ）ＦＭＤＶの非構造タンパク質に対する抗体を検出、する血清学的サーベイ
ランスが、ウイルス循環がないことを証明している場合であって、摘発淘汰

政策が適用されず、緊急ワクチン接種及び第１３．５．４２条から第８．５．４８条までに
基づく血清学的サーベイランスが適用されているとき１ｉｒｌは、最終症例後１８

ヶ月間

ｔＦＩＭＤの発生又はＦｌｘ／１１１）Ｖの感染；うｓＦＭＤ清浄コンパートメントで発生して
いる場合には、第８．５．６条が適用される。
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毎ｃｕｍｂｅｎｔｕｐｏｎｔｈｅＭｅｍｂｅｒｔｏｓｕｂｍｉｔａｄｏｓｓｉｅｒｔｏｔｈｅＯＩＥｉｎｓｕｐｐｏｒｔｏｆ

ｉｔｓａｐｐｈｃａｔｉｏｎｔｈａｔｎｏｔ，ｏｎｌｙｅ印ｌａ血ｓｔｈｅｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙｏｆＦＭＬＤｉｎｔｈｅ

ｒｅｇｉｏｎｃｏｎｃｅｒｎｅｄｂｕｔａｌｓｏｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｅｓｈｏｗａ皿ｔｈｅｒｉｓｋｆａｃ・ｅｏｒｓａｒｅ，

‾ 第 １ ３ ． ５ ． ４ ２ ． 条

サーペイランス：序論

第Ｓ３．５．４３条から第８．５．４８条までは、ワクチン使用又は末位川のｌｉ・ＭＤの清浄性の
確立を求める加盟国に適用される第１．４章に基づく：ｌｉｙＩＶＥＤのサーベイランスの原則
を明らかにし、．指針を規定する。加盟国が、疾病の発生後に、ワクチン接種又は非

接種の完全な国もしくは地域又はコンパートメントにおけるｌｙ］Ｖ［Ｄの清浄匪の再確
立を求める場合及てＩＪ（：１７ＭＤステータスの維持のための指針が規定されている。

：ＦＷ［Ｄの影響及び疫学は、世界の地域により大きく異なっており、したがってすべ

てり状況に対して具体的な勧告を提供することは不可能である。受げ入れ可能な水

準の信頼性で、ｌｙＭＤの清浄性を証明するために用いられるサーベイランスｉｉ１兌｜絡は、
当該土地の状況に適合させる必要がある。たとえば、：ｌｙＭＤウイルス圧Ｍエ）Ｖ）の
豚順応株による発生後のｌｉ ’ ＭＤの清浄性を証明するアプローチは、アフリカ水牛
（Ｓｙｎｃｅぅｒｌｌｅ３ｃａｆｔ逼ｒ）が潜在的な感東独保有宿主である国又は地域のＦＭＤの清浄性
を証明するために設計される実舒吐とは有意に異なる。申請を擁護するー件書類で
あって、関係する地域のｌｉ｀ＭＤの疫学の説明だけでなく、すべてのリスク要因がど
のよｆうに管理されているかを吊している書類をＯＥ．に提出することは、当該加盟

国の義浩である。これには、科学に基づく擁護データの提供が含まれているものと

する。したがって、Ｆ］ＶＬＤＶ感染（ワクチン非接種群）又は俗耳（ワクチン接種群）
がないことが、受け入れ可能な信頼性の水準で保証されていると証明する十分根拠
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のある詣拠を提供するブ２ニし．．，こ、加盟国が利用できる許客筋囲にはかなりの幅があ

る。

ＦＫＤのサーベイランスは、当該全領土又はその一部が１？ＭＤＶ感染又は循環から清

浄 で あ る ご とを 保 証 す る た め に 設 計 さ れ る 継 続 的 な プ ロ グ ラム の ひ な 形 の 中 に 入
れられるものとする。

本草においては、ウイルス循環は、臨床症状、血清学的な証拠又はウイルス分離で
示される１１Ｖ［ＤＶの伝搬とする。
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第１３ｊ．４３．条

サーベイランス：一般的な条件及び方法

’１．第１．４章に基づくサーベイランス制度は、獣医当局の所掌下にあるものとする。

］ｙＭエ）の疑い例のサンプルが、陸生マニュアルに記載される１；ＩＭＤ診断のために、

迅速に収集され、試験所に輸送される方法が施行されているものとする。

２．ＦＭＤサーベイラｙスのプログラムは次に掲げる要件を満たすものとする。

ａ）生産、流通及び加工の建値を通じて、疑わしい例を報告する緊急通報制度が含

まれていること。日々家畜と接触している農民及び労働者並びに診断医が、：ＦＭＤ
の疑い例を敏速に報告するものとする。彼らは、直接的又は間接的に（たとえばレ
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を受けるものとする。すべてのｌｊ｀］Ｖ［Ｄの疑わしい例は、直ちに調査されるものとす
る。疫学的及び臨床的調査で疑いが解決しない場合には、サンプルが採取され、試
験所に付託されるものとする。これには、採取キットその他の器具がサーベイラン
ス責任者に入手可能であることを必要とする。サーベイランスの責任者は、ＦＭＤ
の診断及び管理の専門家チームからの支援を求めることができるものとする。

ｂ）ＦＭＤ汚染国又は汚染地域と隣接している（たとえば、感染野生動物が存在する
狩猟場と接している。）などの高リスク動物グループの定期的で頻繁な臨床検査及
び血清学的検査が、関連性に応じて実施されていること。

効果的なサーペイランス制度は、当該状況の原因がＦＭＤＶであることを確定又は
排除するために、追跡及び調査を必要とする疑い例を定期的に同定する。そのよう
な疑い例の発生しやすさの割合は、疫学的状況によりさまざまであり、したがって
確実に予測することはできない。結果として、ｌｙ］ｖ［ＤＶの感染又は循環から清浄で
あることの申請は、疑わしい例発生の詳細及びそれらがどのように調査され、対応
されたかについて提供するものとする。これには、試験所の検査結果及び調査の問
に当該関連動物が受けた管理措置（検疫、移動停止命令等）が含まれるものとする。
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１。序論

第１３．５．４４．条．

疾病及び感染を同定するためのサーベイランスの対象５詳は、当該国、地域又はコン
パートメント内のすべての感受性種を含むものとする。

ＦＭＴＤＶ感染又は循環がないことを証明するサーベイランスプログラムの設計は、。・
Ｏ拙もしくは国際貿易の相手国が受け入れ；５には信頼性が不十分な又は過度に費

用がかかり論理的に複雑な結果を生み出すことを避けるために、注；ｉ引架く進められ
ることが必要である。したがって、サーベイランスプログラムの設計は、有能で、
こ の 現 場 で の 経 験 を 有 す る 専 門 家 の 投 入 を 必 要 と す る 。 〃 ｀

受け入れ可能な水準の統計学的信頼性で、ＦＭ工）Ｖの感染：又は循環がないことを首・
尾一貫して立証するため１；ニ。は、嘸作為サンプリングが必要とされており、採川され
たサーペイランス戦略が、それに基づいていてもかまわない。標的サーベイラン
ス（たとにばぐ特定の場所又は種の感染の可能性の大きさに基づくもの）が、適当

な戦略で２１と）る：居合もある。当該加盟国は、選択されたサーベイランス戦略が、第
１．４章及び疫学的状況に従ってＦＭＩ）Ｖ感染又は循環の存在を検出するのに適当で

あることの十分な根拠を示すものとする。たとえば、明確な臨床徴候を示す可能性
のある特定種（たとえば牛及び豚）を標的とする臨床サーベイランスが適切である
４Ｊｉ合もある。加盟国が、当該国の特定の地域について１？ＭＤＶ感染又は循環から清

浄であることの認定を申請したｌｚヽヽも易-合１こは、当該調査の設計及び採材プμセスの基
礎が、当該地域内の当該荘を目的としたものになぅていることが必要である。
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無作為調査のため、採材戦略の設計は、疫学的に適切な設計有病率が組み込まれて
いることが必要である。試験のために選択するサンプルの規模は、事前に決めた最
小の割合で
ある。当該サンプルの規模及び予想有病率は、当該調査結果の信頼性の水準を決定
する６当該加盟国は、サーベイランスの目的及び疫学的状況を基礎とする設計有病
率及び信頼性の水準の選択について、第１．４章に基づく十分な根拠を示さなければ
ならない。設計有病率の選択は、｀当該まん延状況及び歴史的な疫学的状況にとりわ
け明確に基づいている必要がある。

選択される調査設計にかかわらず、採用された診断検査の感受性及び特異性が、設
計、サンプルの規模決定及び得られた結果の解釈における重要な要素である。使用
される試験の感受性及び特ｊｌｇｌ１性は、標的群のワクチン及び感染歴並びに生産クラス
に対して証明されていることが理想である。

採用される検査システムにかかわらず、サーベイランス１４父計は、偽の陽性反応の発
生が予想されているものである。検査システムの特性が分かっている場合１１：１は、偽
の陽性が発生する割合は、前もって計算することができる。それら ’ が感染又ば循環

を示しているか否かを高い水準の信頼性で最終的に決定するた５亡）には、陽性を追跡

する効果的な方法が必要であるノこれにｌは、最初の採材群だけでなく、それと疫学
的に関連している群からも診断材料を採材して、補助的な検査又は追跡調査が必要
であるものとする。

＝ ¶ 』 ・ ・ ・ ａ Ｓ
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２ 。 臨 床 サ ー ベ イ ラ ン ス

臨床サーベイランスは、疑わしい動物の密な身体的な調査によって、Ｆｊｘ肛〕の臨床
的徴候を検出することを目的とする。大規模な血清学的スクリーニングの診ｌｔＪｉ価値
が大きく強調されているもめの、臨床調査に基づくサーベイランスを過小評価する
ものではない。十分に大きな数の臨床的に疑わしい動物が検査されるのであれば、
それが、疾病検出における高い水準の信頼性を提供できる場合もある。

臨床サーベイランス及び試験所検査は、これらの相補的な診断アプローチにいずれ
かによって検出されたＦＭＤの疑わしい状況を明確化するため、連続して常に適用
され、るものとする。試験所検査が臨床的な疑いを確定す；る）場合もあれば、臨床サー
ベイランスが血清学的陽性例の確定に貢献す乙ぉ！１§ｉ合もある。疑わしい動物が検出さ

れているいかなる採材群も、逆の証拠が生み出されるまでは、感染として分類され
る も の と す る 。 - ヽ

１１ｊ｀ＭＤの臨床サーベイランスでは、多くの課題が考慮されなければなら７なごい。臨床

検査の実施において、しばしば過小評価される労働量及び後方業務支援上の障害
は、過小評価されることなく、考慮されるものとする。

臨床症例の同定は、ＦＭＤサーベイランスの基本である。原因ウイルスの分子学的、
抗原学的その他生物学的４寺徴及びその原因の確立は、そのような動物の摘発に依存
している。ＦＭＤＶ分離株が、遺伝子学的及び抗原学的特徴付けのために、当該地
域の付託試験所に定期的に送付されていることが最も重要である。
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３ 。 ウ イルス 学 的 ナ ー ペ イ ‾ ラ ンス

次に掲げる目的のため、陸生マ耳ュアルに記載される検査を使用するウイルス学的
サーベイランスが実施されるものとする。

＆）リスクを有する群の監視

ｂ）臨床的に疑わしい例の確定診断

ｃ）闘生の血清学的結果の追跡調査

ｄ）ワクチン接種にもかかわらず感染の早期検出を保証するための又は発生と疫学
的 関 連 施 設 に お け る １ 日 当 た り の 標 準 死 亡 率 の 調 査 犬

４。血清学的サーベイランス

血清学的サ・＝-ベイランスは、ｌ｀ＭＤＶに対する抗体検出を目的としている。陽性の

：ＦＭＤＶ抗体検査結果は、次に掲げる４つの可能な原因がありえる。

ａ）ＦＭＤＶの自然感染

ｂ）ＦＭＤに対するワクチン接種

ｃ）免疫母畜に由来す・１１５１多行抗体（牛の移行抗体は、通常６ヵ月齢まで認められる
が、個体又は種によっては、かなり長い期間移行抗体が検出できることもある。）
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ｄ）異種親和性（交差）反応

血清学的検査は、可能ならばレ当該対象地域で現に発生しているウイルス変異株
（型、亜型、系統、同地基準標本等）に対する抗体の検出に；ｉ直切な抗原を含んでい
ることが重要である。１１Ｘ／ＥＤＶのおり得るべき正体が不明であ、る）場合又は外来ウイ
ルスが存在していることが疑われる場合には、すべての血清型の典型の検出可能な
検査（たとえば、非構造ウイルスタンパク質に基づく検査一以下参照）が１採用さ
れるものとするぶ

ＦＭ］〕サーベイランス以外の調査目的で採材された血清を使用することが可能な場
合もある。しかしながら、本章に記載される調査設計の原則及び：ｌｙＭＤＶ存在に対
する統計学的に有効な調査要件に欠陥が生じてはならないものとする。

血清陽性反応のクラスタリングの展開は予見されるものである。それが、採材群、
ワクチン暴露、野外株感染の存在などの個体群統計学を含む＝連の事象のいずれか
に反映される４易合があり、またこれら以外の事象に反映される場合もある。クラス
タリングが野外株感染の前兆となる４易合があるので、すべての事例の調査が、当該
調査設計に組み込まれていなければならない。｛脂性血清反応の原因として、ワクチ
ン接種が除外できないｊＪ｝合には、陸生マニュアルに記載されているｌｊ・鼓ＤＶの非構
造タンパク質（ＮＳＰ）に対する抗体の存在を検出する診断方法カｉ採用されるものと
する。

国、地域又はコンパートメントにミＦＩＭＤＶ感染が存在していない信頼できる証拠を
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提供するには、無作為又ｉｌ，、言的調査の結果が重要である。したがって、当該訓告が
完全に文書化されていることが不可欠である。
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‥ 第 ８ ． ５ ． ４ １ 条

ワクチン非接種の国全域又は̶つの地域のＦＭＤ清１？回生認定を申請する加盟国：付加

的 サ ー ベ イ ラ ンス 法

暇８ｊ．４３条及び前条に記載される一般的な条件に加えて、ワクチン非接種の国又は
地域のＦＭＤ清浄匪認定を申請する加盟国は、効果的なサーペイラスブログラムが

存在する証拠を提供するものとする。サーベイランスプログラムの戦略及び設計
は、一般的な疫学的環境に依存し、前１２ケ月間、感受性動物群にＦＭ［）感染がない
ことを証明するため、本章の一般的条件及び方法に従って計画され、実施される。

これには、陸生マニ平アルに二記載されるウイルス、抗原又はゲノムの検出及び抗体

検査を通じてＦＭＤＶ感染の同定を請け負うことができる国その他の試験所の支援
が 必 要 で あ る 。 「

Ａｒｔｉｃｌｅ８．５．４６．
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第８．５．４６．条

ワクチン接種の国全域又は一つの地域のＦＭＤ清浄｜生認定を申請する加盟国：付加

的サーベイランス法

上述の条に記載される一般的な条件に加えて、国又は地域のワクチン接種ＦＭＤ清

浄１生認定笏申請する加盟国は、本章の一般的条件及び方法に従って計画され、実施
される効果的なサーベイラスプログラムが存在す；５証拠を示すものとする。過去２

＝ ＝ ＝ ＝ - ¶ -
＝ - Ｊ ｌ ａ Ｊ - Ｍ ・ - Ｊ ・ ａ - Ｊ ・ ・
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ｐｒｏｖｌｄｅｄ．

年間、当該国又は地域にｋｙ症例がないことが証明されているものとする。また、
サーベイランスが、ＦＩＭＤＶが過去１２ケ月間、いかなる感ｆＥＪＩ：性群にも循環していな
いことを証明しているものとする。これＣｉニは、晩生マニュアルに記載されるＮＳＰ

に対する抗体検出が可能な検査が組み込まれた血清学的サーベイランスンうｉ必要と

なる。石衣［ＤＶめ伝搬を訪ぐためのワクチン接種が、疾病管理プログラムのー部で

あってもかまわない。伝搬を防ぐための詳の免疫水準は、当該感受性群の規模、構
成（たとえば種）及び密度に依存する。したがって、規定することは不可能である。
しかしながら、その目標は、一般的に、感受性群の少なくとも８０％のワクチン接

種とするものとする。当該ワクチンは、晩生マニュアルを順守していなければなら
ない。当該国又は地域のＦ鼓Ｄの疫学に基づき、全盛ｆＮと性群の中のある種類その他
の部分集合のみにワクチン接種するとの決定にいたってもかまわない。そ揖）：ｋｌ１合に
は、ＯＥへのステータス認定申請に添付される一式書類の中に、その根本的理由が

含まれているものとする。

ワクチン接種プログラムめ効果を示す証拠が提供されるものとする。

ｙｘ．ｒｔｉｃｌｅ８ｊ．４７．
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第８．５．４７．条

発生に続いて、ワクチン接種もしくは非接種の国全域又は一つの地域について
Ｆ ’Ｍエ）清浄度認定を再申請する加盟国：付加的サーベイランス法

上述の条に記載される一般的な条件に加えて、一国又は地域のワクチン接種又は非接
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種Ｆ漣Ｄ清ＩＭｆ１性認定を申監ょる国は、ＩｒＭＩ）のアクティブサーベイラスプログラム
（７）証拠のほかにＦ虹ＤＶ感染又は循環がないことを示すものとする。これには、囮

ｊむは地域がワクチンを接種している４喬合には、血清学的検査に陸生マこニュアルに記

載されるＮＳＰに対する抗体が検出可能な検査が組み込まれていることを必要とす
る。

発生に続くｌｊ｀ＫＤＶ感染を根絶するプログラムでは、次の４つの戦略がＯＩＥによっ
て 認 定 さ れ る 。 コ

！．すべての臨床的に影響を受けた及でＬＪｃ接触中の感？受性動物のと殺

２。すべての臨床的に影響を受けた及び接触中の感受性動物のと殺並びにリスクを
有する動物のワクチン接種とそれに続くワクチン接種動物のと殺

３。すべての臨床的に影響を受けた及び接触中の感受性動物のと殺よ仁びにリスクを

有する動物のワクチン接種。ただし、それに続くワクチン接種動物のと逗則士伴わな
Ｘ ハ 。 Ｉ ■ - ● ¶

４。影響を受けた動物のと殺及びそれに続くワクチン接種勣物のと殺のいずれも伴
わずに使用されるワクチン接種

：１７１ＭＩ〕清浄性の再宣言のための申請が可能となるまでの期間は、これらの選択肢の
いずれによるかによるものである。当該期間は、第８．５．９条に規定される。

すべての状況において、国又は地域のワクチン接種又は非接種ＦＭＤ清浄性認定を
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第三詣隠居三条

血清学的検査の利用及び解釈（図１参照）

１ヨ｀ＭＤのサーベイランスのために推奨される血清学的検査は、胎生マニュ｀７７ルに記

載されている６

１ｙＭＩ）Ｖに感染した動物は、当該ウイルスの構造タンパク質（ＳＰ）及び非構造タン
パク質（ＮＳＰ）の両方に対する抗体か変生する。ＳＰ抗体検査には、ＳＰエライザ法

及びウイルス中和試験（ＶＮＴ）が含まれる。ＳＰ検査は、血清型特異的であり、最
適の感受性のためには、抗体が探索されている野外株に密接に関連する抗原又はウ
イルスを利用するものとする。ＮＳＰ抗体検査には、陸生マニュアルで推奨される
ＮＳＰ-Ｉエライザ３ＡＢＣ法及び電気免疫泳勤ブロット法（ＥＩＴＢ）又は同等の公認検

査が含まれる。ｓＰ検査とは対照的に、ＮｓＰ検査はすべ’（ｙの血詩型のＦＮｎ）ウイル
スの抗体を検出できる。ワクチン接種されて、その後に１？Ｍエ）ウイルスに感染した

動物は、ＮＳＰに対する抗体を作り出すが、中には、ヽその抗体価が、ワクチン接種
されていない感染動物で認められるよりも低いＪＩ祚合がある。ＮＳＰ-１エライザ３ＡＢＣ

及びＥＩＴＢ検査の両方が、牛に対して広範囲に利川されている。他の種に対する妥
当 性 確 認 が 進 行 中 で あ る 。 能
なちない限りにおいて、陸生マニュアルの基準を順守しているものとする。

血清学的検査は、：１７Ｍエ）サーペイランスにとって適切な手段である。血清サーベイ
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ランス制度の選択は、と・：。、ｊけ当該国のワクチン接種状況によるものである。ｊワク
チン非接種のミｌ？ｊＶＥＤ清浄の国は、高リスク亜群（たとえば、ｌｙ鼓ＤＶ暴露の地理学的

リス ク に 基 づ くも の ） の 血 清 サ ー ベ イ ラ ンス を 選 択 して も か ま わ な 八 そ の よ う な

状況において、深刻な脅威となっている特定のウイルスが同定されてお礼Ｆ別後に
特徴づけられでいる場合には、：ＦＭＤＶ感染又は循環の証拠のために、血清のスク

リーニングにＳＰ検査を利用してもかまわない。その他の４ｊ易合には、広範な株及び
むらなく血清型を範囲に入れるため、ＮＳＰ検査が推奨される。どちらの場合であ
っても、血清学的検査は、臨床サーベイランスに付加的な擁護を提供することがで

きる。ワクチン接種していな、い国においては、ＳＰ又はＮＳＰ検査のいずれ力・吊」用さ

れているかにかかわらず、血清学的検査陽性の仮の結果を解決するための診断追跡
調査プロトコルが実施されているものとする。

動物がワクチン接種されている地域においては、ワクチン接種の血清学的反応を監
視するだめにＳＰ抗体検査が利用されていてもかまわない。しかしながら、ｌｙＭＤＶ
感染又は循環を監視するためには、ＮＳＰ抗体検査が利月］されるものとする。当該
動物のワクチン接種状況にかかわらず、垂置［ＤＶ感染又は循環の証拠のために、血
清のスクリーニングにＮＳＰエライザ法を利朋してもかまわない。血清学的１こ陽性
反応を示リすべての群は、調査されるものとする。疫学的及び補完的な試験所の調

査結果は、それぞれの闘生群における１？Ｍエ）Ｖ感染又は循環の状況に証拠書類を提

供するものとする。ｊｙｌ五定診断のために利用される検査は、スクリーニング検査の偽
の陽性反応を可能な限り排除する高い診断上の特異性を有しているものとする。確

定診断検査の診断上の感ｊ？２１７１生は、スクジーニング検査のそれ１；ニぼぽ等しいものとす
る。ＥＩＴＢ又はｏｍが認めたもう一つの検査が、ヽ確定診断のために利用されるもの
と す る 。 ’

プロトコル、試薬、作業の特徴及び利用されたすべての検査の妥当性確認に関する

情報が、提供されるものとする。
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１。ワクチン非接種：ｌｊ｀ＭＤＩ、。。、希ステータスを確立又は再確立するため１；：：Ｌ、ワクチンを
使用していない場合において、陽性検査結果のときの追跡調査方法

いかな；Ξ）陽性検査結果も（ＳＰ又はＮＳＰ検査が利用さ’れているか否かにかかわら
ず）、当の｜場性動物、疫学的同群の感受：性動物、及び陽性動物と接触した又は疫学
的に関連している感受性動物ｃァ：）百回雍臨床的、疫学的、血清学的及び可能ならばウ
イルス学的調査を利用して、直ちに追跡調査されるものとする。当該追跡調査が、
ｌｉ｀ＭＤｖｊ感染の証拠を提供しない場合には、当該ＩＥＷＩ生動物は１？｀ＭＤ陰性と分類される
ものとする。そのような追跡調査をしていないなどその他すべての場合には、当該
ＩＳ易性動物はＦＫＤ陽性と分類されるものとする。

２。ワクチン接種でｌｊ｀ＭＩ）清浄ステータスを確立又は再確立するために、ワクチンを使

用している場合において、陽性検査結果のときの追跡調査方法

ワクチン接種群ｒ）場合においては、陽性検査結果がウイルス循環を指示することを
排除しぺれすればならない。このため、ＦＭＤワクチン接種群で実施されたサーベイ
ラン不から得られた血清学１妁陽性結果の調査においては、次の方法に従うものとす
る。

当該調査は、最初の調査で採用された血清学的検査の陽陛結果が、ウイルス循環に
よるもめではないとの仮説を確定又は論駁するかもしれないすべての証拠を検証
するものとする。すべての疫学的情報は実証され、当該結果は、最終報告書の中
で順序正しくまとめられるものとする。
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少なくとも１頭の動物が、ＮＳＰ検査で陽性反応している最初の採材群には、次に
掲げる戦略が適用されることが提案されている。

ａ）臨床検査に続いて、適当な間隔が経過した後に、最初の検査の当該動物から２

回目の血清サンプルが採材されるものとする。ただし、この間、それらの動物が、
個別に同定されており、入手可能で、ワクチン接種されていないことを条件とする。
ウイルスが循環していない場合には、再検査時に当該群のＮＳＰ抗体を有する動物
の数は、最初の検査で観察されるそれよりも統計学的に同一又はそれよりも少ない

ものである。

当該採材動物は、検査結果一口寺保留のままで、明確に同定できるものとする。前段
で述べられる再検査の３条件を満たすことができなｌ、ヽヽ場合には、適当な期間の後、
最初の調査設計の適用を繰り返し、すべての検査勁物が個別に同定されることを保
証する新しい血清学的調査が、当該保留のまま実施されるものとする。これらの動

物は、適当な期間の後、再検査できるように、当該保留のまま維持され、ワクチン
抜種されないものとする。

ｂ）臨床検査に続いて、最初の採材群と身体的な接触があった象徴的な数の感受性■ ●
動物から血清サンプルが採材されるものとするａウイルスが循環していない場合に
は、観察される抗体反応の大きさ及て：川湯性率は、最初のサンプルのそれと統計学的
に有意な違いはないものである。

ｃ）臨床検査に続いて、疫学的関連群は、血清学的検査を受けるものとする。ウイ

” ’ ａ ‥ ■ ” ¶ - り ¶
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ルスが循環していない場毛 -は、満足できる結果が得られるものである。

ｄ）歩哨動物もまた使用することができる。これらは、若齢で、ワクチン非接種勤｀
物又は母子移行免疫が切れた動物であって、陽性となった最初の採材群に定住する
同種に属していなければならない。ウイルスが循環していない場合には、それらは
血清学的に陰性であるものである。その他の感受性、ワクチン非接種動物が存在す
；る）；居合には、それらが、付加的な血清学的証拠を提供する歩ｕＲｉ動物の役割を果たす
ことかできる。

試験所の結果は、疫学的状況を背景に検証されるものとする。血清学的調査を補完
し、ウイルス循環の可能性を評価するのに必要な関連情報にば、次４こ：掲げる項目が

含まれる。ただし、これ・Ｅに限定されるものではない。

現存の生産システムの特徴付け

疑わしい動物及びその同一出生群の臨床サーベイランスの結果

影響を受けた場所で実施されているワクチン接種の定量化

陽吐反応動物の施設の衛生プロトコル及び歴史

動物の個体識別及び移動の管理

歴史的ｌｉ・ＭＤＶ伝搬における地域的に重要なその他のパラメータ

全調査過程は、サーベイランスプログラム標準的な運用法として、文書化される

ものとする。



ブルセラ病エライザ診断キットの活用について

匹 匹 ］

１我が国におけるブルセラ病の検査状況についで
（ １ ） 国 内 飼 養 牛 の 検 査 し

我が国では、基本的に家畜伝染病予防法第５条に基づくサーペイランス
又は第３１条に基づく病性鑑定として、本病の検査が実施されており、乳

‥用牛をｑコ心に年間約３０万頭が検査されている。
｀この検査については、家畜伝染病予防法施行規則別表第‾’（以下「別表

第１」という。）に規定する方法で実施することとされており、基本的に
は急速凝集反応法、試験管凝集反応法、補体結合反応法による検査の組み｀
合わせ又は細菌検査により・判定しているところ。

（２）輸入検疫牛の検査
我が国における輸入牛の検査については、法律上、検査法が定められて

いるものではないが、動物検疫所において、、内規として検査法が定められ
ており、これにより、別表第１に基づく検査及び判定が行われている。

２ 新 規 診 断 薬 の 活 用 に つ い で
（‾国際獣疫事務局（ＯＩＥ）の基準上、国際取引に係る牛のブルセラ病の血清
学的検査は、補体結合反応検査、エライザ法、蛍光偏光測定法の組み合わせで
行うこととされているが、これまで、薬事法に規定に基づく承認を受け国内で
の使用が可能なエライザ法及び蛍光偏光測定法の診断薬はなかった。、Ｊダ

（２）本年フ月にエライザ法の診断薬が、薬事法の規定に基づく承認を受け、るごと
となったことから、別表第１を改正し、牛のブルセラ病の患畜の判定は、補体
結合反応検査及びエライザ法による血清学的検査又は細菌検査によって行うこ
ととしたい（これまで検査方法として位置付けていた急速凝集反応法は残す（後
述）ものの、試験管凝集反応法は検査方法から除外する。）。
なお、今般承認を受けるエライザ法の診断薬は、牛を対象とした診断薬であ
ることから、その他の畜種については、従前どおりの方法により検査を行うこ
ととしたい。
まだ、急速凝集反応法による検査については、ＯＩＥの基準上、国内又

は地域における本病コントロールのための適当なスクリーニング法と、して
位置づけられているところであり、検査に係る人的、予算的負担も小さい
ことから、必要に応じて行うスクリーニング法として従来どおり使用して
いくこととしたい。

ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ



３今後のスケジ‘ュール（案）

８月２４日第１５回牛豚疾病小委員会

意見を踏まえ、改正省令案を作成

９月上旬パブリックコメンド開始

１０月上旬パブリックコメント終了

ＩＯ月下旬官報掲載（改正省令施行）
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家 畜 伝 染 病 予 防 法 し
（昭和二十六年五月三十一日法律第百六十六号）

（監視伝染病の発生の状況等を把握するための検査等）
第五条

-
-
-
-
１

■
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

と総称する。）の発生を予防し、又はその発生を予察するため必要があるときは、その
発生の状況及び動向ヽ（第四項において「発生の状況等」という。）を把握するための家
畜防疫員の査を受けるべき旨を命ずることができる。
２前項の規定による命令は、農林水産省令で定める手続に従い、その実施期日の十目前
までに次に掲げる事項を公示して行う。ただし、緊急の場合には、そめ期間を三日まで
短 縮 す る こ と が で き る Ｑ Ｉ ． ｌ ｙ

一 実 施 の 目 的

二 実 施 す る 区 域 一
三実施の対象となる家畜又はその死体の種類及び範囲
四 実 施 の 期 日 、
五 検 査 の 方 法
３都道府県知事は、第一項の検査の結果を、、農林水産省令の定めるところにより、農林
水 産 大 臣 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。 ト 。
４農林水産大臣は、都道府県知事に対し、第四条第四項、前項又は第十三条第四項の規
定による報告により得られた監視伝染病の発生の状況等についての情報を提供するとと
ｌｔ；）に、。監視伝染病の発生の予防のために必要な指導を行うものとする。Ｓ １ ‰
５都道府県知事は、前項の規定による情報の提供又は指導を受けたときは、家畜の所有
者又はその組織する団体に対し、監視伝染病の発生の予防めために必要な助言及び指導
を 行 う も の と す る 。 ・
６都道府県知事は、家畜の所有者又はその組織する団体が行う監視伝染病の発生の予防
のための措置の効果が適切に確保されるようにするため特に必要があると認めるとき
は、農林水産大臣又は関係都道府県知事に対し、農林水産大臣又は関係都道府県知事が
講 ず べ き 措 置 忙 づ い て 、 必 要 な 要 請 を す る こ と が で き る 。 ミ

（検査、注射、薬浴又は投薬）
第 三 十 一 条

わせることができる。
２前項の検査、注射、薬浴又は投薬には、第七条及び第八条の規定を準用する。

家畜伝染病予防法施行規則
（昭和二十六年五月三十一日農林省令第三十五号）

（監視伝染病の発生の状況等を把握するための検査）



第九条

いては毎年行わなければならない。
２ 前 項 の 規 定 に よる 命 令 に よ り 実 施 す る 検 査 （ ブル セ ラ 病 、 結 核 病 、 ョ ー ネ 病 、 伝 達 性
海綿状脳症又ｉヽｊ；馬伝染性貧血に係るも（７）に限る。）は、別表第一の検査の方法により実

で飼育している第一号から第四号までに掲げる牛を対象として、ョこネ病に係るものに
あっては第一号から第四号までに掲げる牛のうち都道府県知事が指定するものを対象とＩ ・ ㎜
して、馬伝染性貧血に係るものにあっては第五号から第九号までに掲げる馬を対象とし
て実施するものとし、当該検査のうち前項の規定によ更毎年実施する伝達性海綿状脳症
に係る検査にっい七は、第十号及び第十一号に掲げる家畜の死体のうち都道府県知事が
指定するものを対象として実施するものとする。
Ｔ搾乳の用に供し、又は供する目的で飼育している雌牛
二種付けの用に供し、又は供する目的で飼育している雄牛
三前二号の牛と同一施設内で飼育している牛
四その他農林水産大臣又は都道府県知事の指定する牛
五繁殖め用に供し、又は供する目的で飼育している雌馬
六種付けの用に供し、又は供する目的で飼育している雄馬
七前二号の馬と同 - 施設内で飼育している馬
八競馬法（昭和二十三年法律第百五十八号）による競馬に出場する馬
九その他農林水産大臣又は都道府県知事の指定する馬
十 月 齢 又 は 推 定 月 齢 が 満 二 十 四 月 以 上 で 死 亡 し た 牛 の 死 体 づ

十 一 月 齢 又 は 推 定 月 齢 が 満 十 二 月 以 上 で 死 亡 し た め ん 羊 又 は 山 羊 の 死 体 、

（検査等の方法）＜
第三十七条法第三十一条第一項の農林水産省令で定める方法は、別表第一に掲げる家畜
伝染病比ついては同表のとおりとし、その他め家畜伝染病については通常行う方法とす
る’。



（-）

匹 匹
平成２２年８月
動 物 検 疫 所

＼ 動 物 検 疫 所 に お け る 輸 入 牛 の ブル セ ラ 病 検 査 に つ いて

∠動物検疫所における現行の輸入牛のブルセラ病検査の方法及び判定は、家畜伝染病予防
法施行規則別表１窮１に準じて実施しており、年間約２万頭の検査を行っている。
別表第１の改ｊｉ五に伴い、検査及び判定方法を以下のとおりとする。

１ 現 行 の 検 査 及 び 判 定 方 法 ∧

（＋） （±） （-）

（-）

（十：患畜） （＝）

（十；疑似患畜）

ｇ改正後の検査及び判定方法（案）

注１ただし、用途が繁殖用のものは急速凝集反応を実施せず、全頭試験管凝集
反応及び補体結合反応を実施している。。

注２８０倍希釈血清で陽性の牛は患畜、４０倍希釈血清で陽性の牛は補体結合
反応実施

（十：患畜）

（十：患畜） （辰ぬ）



口蹄疫疫学匠査チーム第３回検討会の概要

匹コ

１＼今回の口蹄疫は。感染畜から排泄されたウイルスが人・車両等様々なもの

を介して拡大したことと考えられる、感染拡大の要因としては、①異常畜の

一部に抗体検査で陽ＪＩ生、となるもの（感染から一定期間を経ているもめ）が認

められるなど異常畜の確認に遅れがあったこと、②埋却地の確イｊＲが難航し、

殺処分・埋却が遅延したことが考えら鴉る。特に、豚が感染した結果、ウイ

ルス量が大幅に増幅し、更に感染が拡大したと推察される。これらを踏まえ

豚詳への侵入から発症までの期間や、農場で実施されていた侵入防止対策に

／ついてさらに踏み込んだ調査が必要である。、

２えびの市における発生はミ川南町の関連農場から出発した家畜運搬車が関

与した可能性が高く、また、９、例目と２２例目の発生農場は共同でたい肥化

施設を利用していたことが確認されていることから、これらによりウイルス

が伝播した可能性が否定できない。なお、えびの市での感染拡大を早期に抑

えられた要因は、早期摘発、迅速な殺処分及び埋５叫が実施されたことにあり、｀

これらのことが発生拡大の防止に重要である。

３発生当初の都農町から川南町への感染拡大については、発生農場の間で従

業員の移動が確認されている例があり、これらの人を介してウイルスカ１伝播

した可能性があることから、さらに調査を進める必要がある。

また、川南町を中心とする地域では共通の飼料運搬会社を利用している発

生農場が確認されており、感染拡大に飼料運搬車両が関与した可能性がある

ことから、これらの車両に対する消毒が適切に行われていたか調査する必要

がある。



４ワクチン接種地域外への感染拡大については、直接感染経路に結びっく情

報は得られていないが、家畜運搬車両が共通している例が確認されている。

今後、 ‘実際の消毒実施状況や農場立入者の農場内での動き等について関係者

へのヒアリングを含め、更なる調査が必要である。

５今後の感染防止については、

①飼養衛生管理を徹底し、毎日欠かさず家畜の健康観察を行うこと

②関係者以外（部外者）の農場への立入を禁止すること。関係者が農場へ

立ち入る際も農場ごとの専用の長靴及び作業着を着用し、消毒を徹底する

こと

③飼料運搬車両等については車体の外側だけでなく運転席内や荷台につい

ても十分に消毒し、、一般車両についても引き続き消毒を実施すること

④ワクチン接種農場や防疫措置完了後の農場においても、ウイルスの拡散

防止のための消毒を徹底するごと

⑤えびの市での発生例における防疫措置を参考に、早期摘発・早期殺処分

・ 埋 却 を 実 施 す る こ と ・

が 重 要 と さ れ た 。 。 ヽ 万 ’ ＿

なお、ワクチン接種家畜肺口蹄疫の症状を示していなくてもウイルスを保

持している可能性があるので、ウクチン接種農場における消毒等の防疫措置

については、引き続き発生農場に準じた措置を厳格に実施することが必要で

ある。



ロ蹄疫疫学調査チーム第４回検討会概要

皿ｊｊ］

（１）これまでの現地調査、抗体検査等の結果から、ウイルスの侵入が
最も早かつだ農場は３月３１日の検査材料でＰＣＲ検査で陽性であっ
た６イ列目の農場であり、ウイルスの侵入時期は３月中旬頃と推察さ
れる。

（２）（１）と同様の結果から、１例目及び７例目の農場には、３月下
旬頃ウイルスが侵入しており、１例目の発生が確認された４月２０
日時点では、少なくともＩＩＯ農場以上にウイルスが侵入してい左と
推 察 さ れ る 。 ・ 、

分離されたウイルスは、今年に入り韓国ミ香港等で確認されたウイ
ルスと遺伝子配列が極めて近縁であっだことから、アジア地域から人
あるいは物の移動等に伴って日本へ侵入したと考えられるが、現時点
で は そ の 経 路 を 特 定 す る こ と は 困 難 で あ る 。 コ
６例目及びフ例目農場では、中国産稲わらは使用されておらず、、。ま

た、輸入に際して加熱条件／等が定められていることから、中国産稲わ
らが口蹄疫ウイルスに汚染され、原因となづた可能性は極めて低い。

（１）川丿南町を中心とする地域において、感染が拡大した要因を以下の
とおり考察する。⊃
①人：発生農場からの人の動きを通じて周辺の農家へ感染が拡大した
可能性がある。また、共同たい肥施設や倉庫、・器具・器材の共同利
用による感染拡大も考え・られる。
②車両（家畜や飼料の運搬車等の畜産関係車両）：えびの市での発生
事例については、川南町の関連農場から出発した家畜運搬車両等が
関連していた可能性があり、、他の事例においてもこれらを含む畜産
関係車両が感染拡大に関与した可能性が否定できない。
③近隣伝播：ネズミ・鳥・ハエ４飛沫核（※）等を介した周辺農場で
の近隣伝播の可能性が考えられヽるが、 ‘広域に感染しだ原因で瓦る可
１削１１１五は低い。

※ 飛 沫 核 と は 、 ウ イ ル ス を 含 む 微 少 な 粒 子 で 、 風 に よ り 運 ば れ る が 、
ｌｋｍ以上飛散することはない。



（ ２ ） ワ ク チン 接 種 区 域 外 へ の 感 染 拡 大 の 要 因 に つ い て は 、 以 下 の と お
り 考 察 す る 。 ‥

①西都市（２８３例目）及び日向市（２、８４イ列目）については、児湯
地 区 の 発 生 農 場 と 同 じ 飼 料 運 搬 会 社 の 人 ・ 車 両 が 、 そ の 発 生 農 場 へ
の 運 搬 と 同 日 ま た は 道 続 し た 日 に 使 用 さ れ て い た こ と が 確 認 ぎ れ て
い る こ と か ら 、 こ の 車 両 に よ り ウ イ ル ス が 伝 播 し 、 感 染 し た 可 能 性
が あ る 。 ヽ ～

② 西 都 市 内 の 発 生 農 場 間 （ ２ ８ ３ 例 目 と ２ ８ ９ 例 目 ） で 、 そ れ ぞ れ の
農 場 か ら 牛 を 出 荷 す る 際 、 同 一 車 両 が 使 用 さ れ た 例 が 確 認 さ れ て い
る こ と か ら 、 当 該 運 搬 車 両 を 介 して ウ イルス ｊ が 伝 播 じ 、 感 染 の 原 因
となった可能性が高い。

③ 宮 崎 市 内 の ３ 農 場 （ ２ ８ ５ 例 目 、 ２ ９ 、 １ 例 目 及 び ２ ９ ２ 例 目 ） の 発
ソ 生 に つ い て は 、 同 一 地 区 仁 存 在 し 農 場 問 の 距 離 が 数 百 メ ー ト ル 程
度であることから、飛沫核によ・る近隣伝搬の可能性を否定できない。

今回の発生事例を受けて、既に実施されている項目｀もあるが、これ
までに確認された疫学調査等の結果を踏まえ、改めて今後の飼養衛生
管 理 ・ 防 疫 措 置 に つ い て 下 記 の 提 言 を 行 う 。 ‾
（１）畜主は飼養衛生管理（管理記録の保存を含む。）を徹底し、流誕、
肢行等口蹄疫の臨床症状の早期発見を含め、毎日欠かさず家畜の健
康観察を行うととも、に、異常を確認した際は直ちに獣医師・家畜保
健衛生所へ通報すること。

（２）関係者以外の農場への立入を極力控えること。また、関係者が農
、場べ立ぢ入る際も農場ごとの専用、の、長靴及び作業着を着用し・、消毒
を徹底すること。

（３）飼料運搬車両等については、車体の外側だけでな＜、運転席内や
荷台についても十分に消毒することご（例： ’適切な消毒薬を湿らせ
たタオル等によるハンドル等の消毒、運転マットの洗浄及び消毒等）

（４）ワクチン接種農場や防疫措置完了後の農場における家畜排せつ物
・飼料等の処置については１「口蹄疫に汚染されたおそれのある家
畜の排せう物等の処稗について」（平成２２年フ月１日付け２２消
安第３２３２号動物衛生課長通知）に基づき、県は適切な処理を行
い 、 確 実 に ウ イ ル ス を 不 活 化 す る こ と 。 ∧ ‾

（ ５ ） 都 道 府 県 は 今 後 の 発 生 に 備 え 、 迅 速 な 早 期 殺 処 分 一 埋 却 を 実 施 す
る た め の 埋 却 地 の 確 保 の 調 整 を 行 い 、 発 生 時 に 大 量 の 人 材 ・ 資 材 を
投 入 す る た め の 体 制 の 構 築 に 努 め る こ と 。 ＼
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農林水産省消費・安全局動物衛生課長

２ ６ ５ - １ ６ レ ０
平成２２年８月２３日

宮崎県農政水産部

口蹄疫に汚染されたおそれのある家畜の排せつ物等の処埋ｊヨ剛牛について

標記については、「口蹄疫に汚染されたおそれりある家畜の排せつ物等の処理について」
（平成２２年７月１日付け消費・安全局動物衛生課長通知）に基づき、口蹄疫ウイルスを
不活化するための作業を進めているところですが、当該通知の別添１の（１）のうち、「中
心温度が６０ｃＣ以上にな、ること」にういて、下記の処埋を行った場合にも同等の効果が得
られると考えてよいか協議します。

１

， 記

欽 ｀ ｉ ３ - ・ ｀ ヽ か 緋 件 一
・ 中 心 温 度 ５ ５ ℃ 以 上 １ ２ 分 ，
・ 中 心 温 度 ４ ９ ℃ 以 上 ６ 時 間
・ 中 心 温 度 ４ ３ ℃ 以 上 ４ ５ 時 間

（参考：ＮｅｗＺｅａ１４ｎｄｖｅｔｔ，ｒｉｎａｒｙＤｕｒｎ社２０欧５０（剔４６-５５）

２。確認の方法
・家畜防疫員等が処埋の開始から連続して立入検査を行い、直接確認。
・農場を訪問した家畜防疫員等が、農Ｊｊｌ５ｙ側から提出された写真等の客観的資料に基づ
いて判断。ｊ ● ● ｌ Ｉ Ｊ Ｉ
・温度の測定結果が条件をわずかに下回る等の場合、農場を訪問した家畜防疫員等が、

＼温度の測定結果に加えて、堆肥の外見や水分含有量等から、条件を満たす発酵が行わ
れたことを判断。

３。その他
・温度の測定にあたっては、
層部分（表面から１０ｃｍ程度）
る。

ｉ＝ｌ＝ｌ心温度が条件を満たしていることを確認するほか、表
で．も、中心温度からの差が１０℃以内であることを確認す

・各農場における発酵状況の確認の際には、確認を行った家畜防疫員等が、充足する
こととした条件及び確認の方法を記録・保存する。

（文書取扱畜産課）

担当
電話

衛生防疫担当。
０９Ｆ３１ｊ-２６-７１３９

三浦
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各都道府県畜産主務部長殿

２２消安第３２３２号
平 成 ２ ２ 年 ７ 月 １ 日

農林水産省消費・安全局動物衛生課長

口蹄疫に汚染されたおそれのある家畜の排せっ物等の処理について

標記について、宮崎県農政水産部長あてＴに別添を通知しましためで、参考までに
送 付 し ま す 。 尚

Ｆ
-
-
１
１
１
１



（別添）
ロ蹄疫に汚染されたおそれのある家畜排せつ物等の処理について

１。汚染物品等の具体的な処理方法

（ １ ） 固 形 の 家 畜 排 せ つ 物 ‾
作業・運搬中のウイルスの飛散リスクを軽減するために、シートで被覆す。るなど

の飛散防止措置を施した上ヽで農場内で一定期間（疑似患畜が確認された農場につい
ては最低４２日間、ワクチン接種家畜農場については最低７日間）経過させること。

切り返し、たい肥センター-ぺの運搬等はその後に行い、中心温度が６０（Ｃ以上にな
るようにたい肥化処理を行うこと。
な お 、 た い 肥 セ ン タ ー 等 へ 運 搬 す る 場 合 １ ・ こ は 、 密 閉 型 コ ン テ ナ の 利 用 、 シ ー ト 等

に よ る 荷 台 の 被 覆 に よ り 、 飼 料 、 家 畜 排 せ っ 物 等 の 漏 え い が な い よ う に す る こ と 。

（２）。スラリー
包）可能な場合は固液分離を行い、固体についてはヽ（１）により処理を行い、液体
に つ い て は （ ３ ） に よ り 処 理 す ら こ と 。 ょ

②固液分離を行わない場合には、ｐｌ--１：値が５以下になるよう、クエン酸を撹絆
しながら添加すること。ただし、大量の石灰が投入されること等により、既に

ｐＨ値が相当程度高くなっている場合ｌｉｒ：は、水酸化ナトリウム粒の投入等によ
りｐＨ値を１１以上に上昇させることにより処理することを認めるものとす
る。（この場合、ナトリウムの添加については農作物の種類によっては施肥に

適さなくなるとともに、多量の石灰の混入はスラリーを固化させるおそれがあ
。ることに留意する必要がある。）。
開放型の施設で曝気する場合はシートで被覆するなど適切な飛散防止措置を

行 う こ と 。 ‾

（３）汚水

① 浄 化 処 理 を 行 う 場 合 は 、 放 流 前 に 塩 酸 等 で ｐ Ｈ 値 を ５ 以 下 に 一 度 下 げ 、 そ のＳ ・ ｜
後 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 等 で 中 和 し ｐ Ｈ 値 を ５ ． ８ ～ ８ ． ６ の 間 に 戻 す こ と 等 に よ１ 。 １ ● ● ●
り 消 毒 し 七 か ら 放 流 す る こ と 。 な お 、 開 放 型 の 施 設 の 場 合 、 シ ー ト で 被 覆 す る



など適切に飛散防止措置を行うこと。汚泥については（１）により処理すること。

②浄化処理を行わず、ほ場散布を行う場合には、②の②により処理すること。

（ ４ ） 飼 料 ‥ ト Ｔ

①原則として、畜舎内化置かれている飼料は、家畜排せっ物等と混合し（１）に
より発酵消毒するか、焼却又は埋却すること。

- ｊ ● Ｉ Ｉ ●
② 飼 料 庫 等 畜 舎 以 外 の 場 所 に 置 か れ て い る 飼 料 犬 、

ア 粗 飼 料

外 気 と 直 接 触 れ て い る 露 出 部 分 に ０ ． ４ ％ ク エ ン 酸 を 散 布 す る こ と 。 そ の

際 は 、 露 出 して い る 表 面 積 １ ❹ ゛ あ た り ２ ６ ０ ｍ １ を む ら の な い よ う 散 布 し 、

試 験 紙 に よ り 表 面 の ｐ Ｈ 値 が ５ 以 下 と な っ て い る こ と を 確 認 す、 る こ と 。 こ の

際 、 石 灰 、 ’ アル カ リ 製 剤 等 と の 中 和 反 応 や 水 濡 れ に よる 腐 敗 に 注 意 す る こ と 。

※ 円 筒 型 ２ ４ ． ０ ｋ ｇ の 乾 草 ロ ー ル で あ れ 旧 ： 、 通 常 直 径 １ ２ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ２ ０ ｃ ｍ 程

度 。 し た が っ て レ 上 ・ 底 面 の 円 形 部 は 各 約 １ ． １ ❹ 、 側 面 部 は ４ 、 ７ ❹ 。 積 み 上 げ ら

れ て い る 場 合 は 、 目 視 で 概 ね 露 出 し て い る 部 分 の 割 合 か ら 必 要 面 積 を 概 算 す る （ 例 え

ば 、 口 こ ル ４ 本 を 床 面 に ２ × ２ 列 に 並 べ て い る 場 合 に は 、 各 ロ ー ル の 底 面 全 て と 、 側ｄ ｌ ・ 。 ・ ｊ
面 の １ ／ ４ が 露 出 し て い な い の で 、 表 面 積 は （ １ ． １ ❹ × ４ ） 十 （ ４ に ７ ❹ × ３ ／ ４

× ４ ） ≒ １ ８ √ ５ ❹ ）

イ サ イ レ ー ジｊ １ ． Ｓ
密 封 後 ２ ～ ３ 週 間 が 経 過 す れ ば 、 通 常 は ｐ Ｈ 値 が ４ ． ２ 以 下 に 低 下 す る こ と

か ら 、 露 出 し 七 い る 表 面 部 分 を 除 去 し 、 さ ら に 外 面 を 消 毒 す る と と 。 ま た 、 ラ

ッ プ サ イ レ ー ジ 等 の 未 開 封 の 密 閉 済 サ イ レ ー ジ に つ い て は 、 破 損 が な い こ と を

確 認 め 上 、 外 面 を 消 毒 す る と と 。 ‾

ウ 濃 厚 飼 料

密封されている場合は、外面を消毒すること。（この際、水濡れによる腐敗
に注意すること。）。また、畜舎から閉鎖的に隔離されている状態の濃厚飼料
は 、 外 面 （ サ ィ ロ の 外 側 等 ） を 消 毒 す る こ と ノ ‾ - ＜ ト



（ ５ ） 敷 料 ニ 、 ・

畜舎内に置かれていた敷料については、原則として、家畜排せう物等と混合し（１）
により発酵消毒するか、省灰と混合の上焼却又は埋却すること。畜舎以外の場所に

置かれている敷料については、露出している部分に石灰を散布すること。。

２、汚染物品処理に関する問い合わ廿窓口の開設

宮崎県は、国と協力して、家畜防疫、家畜排せっ物の処理、飼料等の専門家から
なる相談チームを設置するとともに、ホ目談窓口を開設し、生産者からの問い合わせ
に応じミ汚染物品等の処理方法についてレに掲げた措置をとることが困難な場合
に お け る 対 応 等 に つ い て 、 助 言 を 行 う こ と 。 ヽ ＼

３ 、 家 畜 再 導 入 後 の 体 制 整 備 ‾

１．掲げた措置を講じることにより、再導入後の家畜への感染リスクは極めて小
‘ さぐなると考えられるが、家畜の再導入に当たっては、家畜防疫員等による臨床検

査など別に農林水産省消費安全局動物衛生課長が定める方法により、異常畜の有無
を確認すること。



（案外参考）

１ ． 本 通 知 の 背 景 ‥
口蹄燐（７）。疑似患畜が確認された農場の飼料や家畜排せー⊃物等（以下「汚染物品」

という。）は；疑似患畜の殺処分と同時に迅速に焼埋却を行うことが原則である。
｀ｌ片だ、今般の発生では、殺処分を前提としたワクチン接種が実施されたが、ワクチ

ン接種農場の飼料や家畜排せっ物等（以下「排せっ物等」という／。）についても、

病原体に汚染されたおそれを否定マきないことから、病原体の不活化に必要な措置
を行う必要がある。
しかしながら、今般の宮崎県下の口諦疫のまん延が急速かつ広範囲にわたったた

め、ロ蹄疫ウィルスの増殖の原因である疑似患畜等の殺処分・埋却を優先すること

とし、汚染物品及びワクチン接種農場の排せっ物等（以下「汚染物品等」という。）
は埋却せずに一定の飛散防止・消毒措置を講じた上で農場内に留置した。このため、
ワクチン接種地域内の汚染物品等の量が膨大なため全てを埋却することは現実的で・ １ ■ ¶ ｜ ■ -
はないことを踏まえ、づ
・ 有 効 な 方 法 で 口 蹄 疫 ウ ィ ル ス を 不 活 化 ず る こ と ｊ
・ 新 た な 感 染 を 引 き 起 こ さ な い よ う 十 分 な 措 置 を 行 う こ と ノ ’
・ 早 期 に 実 行 可 能 な 現 実 的 な 手 法 と す る こ と ・ 、
・発生地域の農家の経営再開に支障のなｘｚヽヽ手法とすること

などの点に留意しつつ、専門家の意見も勘案し、処理の手法を本通知におい、て示す
こととしたものである。なお、本通知は汚染物品等の処理の時期が夏期でありかつ

宮崎県が温暖な気候であることを前提としており、また今後は汚染物品の処理は疑

似患畜の殺処分と同時。に迅速に行うことを原則とずるこどから、本通知による対応
は以後の発生の際の前例とはしないのでその旨ご承知おき願いたい。

２トリスクの考え方

口蹄疫ウィルスは、伝播力が強く感染・培養実験が容易に行えない、環境中のウ

ィルスの量を定量的に把握しにくいなどの事情があり、実験的データは豊富とは言
えないが、具体的手法を検討する前提として以下の整理を行った。

（｜）疑似患畜とワクチン接種家畜



ワ ク チ ン 接 種 家 畜 は 、 仮 に 感 染 し て い た と し て も √ 疑 似 患 畜 と 比 べ て ウ ィ ル ズ 排

出 量 は 相 当 低 い と 考 え ら れ る 白 こ と か ら 、 ワ ク チ ン 接 種 群 由 来 の 排 せ う 物 等 は 、 疑

似 患 畜 群 由 来 の 汚 染 物 晶 と は 異 な っ た 取 扱 い に よ っ て 、 Ｆ １ 蹄 疫 ウ ィ ル ス を 不 活 化 す。 ’ 〆 ’ Ｉ て Ｉ ． ｌ ｊ
る の に 十 分 な 措 置 を と る こ と が 可 能 と 考 え ら れ る 。

（２）汚染物品別のリスク

汚 染 の 度 合 い の 高 い 物 品 は 、 消 毒 等 の 過 程 に お い て 慎 重 な 取 扱 い が 必 要 で あ る 。 、
一 方 、 ｀ 利 用 時 の リ ス ク の 高 い 物 品 は 、 感 染 し な い 水 準 ま で 確 実 に ウ ィ ル ズ を 不 活 化

す る 措 置 が 必 要 で あ る 。

汚染の度合い 利用時のリスク
家 畜 排 せ つ 物 疑似患畜農場のたい肥には、流況

や蹄の水泡の渉出演なども相当量
含まれている可能性

たい肥を敷料として使う、あるいは

放 牧 地 に 散 布 す る こ と を 避 け れ
ば、家畜とは直接接触しない

ｊｌｉｌ料（畜舎とは
別 の 庫 内 の 未
使用のもの）

飼料庫内には家畜は立ち入らない 家畜が食べる

敷料（畜舎とは
別 の 庫 内 の 未
使用のもの）

敷料庫内には家畜は立ち入らない 家 畜 に 接 触 す る ｙ

●・ １

（ ３ ） ウ ィルス の 消 毒 に 有 効 な 手 法

。口蹄疫ウイ、ｚｌ、・ズは、酸（ｐＨ ’５以下）、アルカリ（ｐＨ１１以上）、加熱 ’（５５

℃ 以 上 ） 等 の 手 法 に よ り 、 非 常 に 短 い 時 間 で 不 活 化 す る こ と が で き ； る ） ヤ。 ま た 、 一

定 以 上 の 温 度 が あ れ ば 、 ヽ 時 間 の 経 過 と と も に 、 徐 々 に 活 性 が 失 わ れ る と い う 報 告 も

※ １ ， く

Ｐｒｏｔｅｃｔｂｎ，１３９ａｉｎｓｔｄ吻ｃｔ-ｃｏｎｔａｃｔｃｈＥｌｌｌａｎｇｅ削ｏｗｉｎｇｅｍｅｒｇｅｎｃｙＦＭ．ＤＶＥｌｃｃｉｎａｔｉｏｎｏｆｃａｔｔｌｅａｎｄｔｈｅｅ坏ｅｃｔｏｎ

・／ｉｒｔＪＳｌｅ）（（；ＩＴｅｔｉｏｎｆｒＯｍｔｈ・３べ）ｒｏｐｈｉｌｒｙｎｘ（牛への緊急ワクチン接種後の直接接触への防御と中

咽 頭 か ら の ウ イ ノ レ ス 排 泄 へ の 効 果 ） ； ’

著者：ＣｏｘＳ，ＪよｖｏｙｃｅＣ，Ｊａｒｉｄａミヨ；。ＲｅｉｄＳ肌，Ｈ１１ｒｌｌｂｌｉｎＰ米Ｐａｔ（ｍＤ．ＪＪＥＥばｎｅｔｔＰ，Ｖ。

出典：ｖａ（；（ｊｎｅｌ２２３：１１０６-１′１１Ｃ３，２００５，



（ 関 係 部 分 仮 約 ） ニ
「ワクチン接種２１日Ｅ」の牛５頭の舌にに同一血清型の異なる口蹄疫ウィルスを接

種して感染させた。臨床疾患は予防されたが、中咽頭の局所的無症状感染は隨止さ
・れなかった。定量的ＲＴ-ＰＣＲの結果から、ワクチン接種牛において直接接触暴

露後のウィルス複製の水準が非常に低下していることが示された。」

※ ２ ＿ ＋
１’Ｆｏ（沁ｉａｎｄ-ｉ‘ｎｏｕｔｈｄｈａｓ（３：ａｎ白ｓｓｅｌ；・；ｍ合ｎｔｏｆｔｈｅｒ咄ｓｆａｃｉｎｇＮｅｗＺｅＥＩ旧ｎｄｌｌ（口蹄疫：ニュ-ジヤラ

ン ・ ド が 直 面 し た 危 険 性 の 評 価 ）

著 者 ’ ： Ｈ Ｊ Ｐ ｈ ａ ｒ ｃ ト ｀ ’

出典：ＮｅｗＺｅぬｎｄｖｅｔ・・「ｆｎａｒｙ，」（：）１Ｊｍａｊ５０〈２〉，ｚｌ６-５５，２００２

（関係部分仮約）＼
口蹄疫ウイノレス不活性化に対する温度およびｐＨの影響

温 度-
６１℃-

芒冬Ｃ-

４９℃-

４３℃７`’‾７‾゙

３ ７℃

２０℃

４ｃＣ

９０％の不活

皿 ‘
£ 分
１時間
ア＼時間レ
２リ寺間
１１，日
１８週間

に要する ｐ Ｈ
０
３ｙ
　ＥＩ
　ＥＲ

Ｅｉ
　ｌｊ
　Ｅ７
　ｉ
　

Ｒ
ｍ
７
　
ｎ

７，０-７，５

６，５

０

０

Ｅ
　ａ
ｌ

９０％の不活化に要する時間
１４時間
１週間
３週間
〉５週間
１４時間
１分

‾ １ 秒



※ ３
”ｌｎａｃｔｉｘ／ａｔｉｏｎ（：）ｆｖｉｒｕｓｅｓ３ｉｎｌがｃｊｒｎａｎｕｒｅ̈‾

（ 液 状 排 せ づ 物 に 抽 け る ウ ィ ル ス の 不 活 化 ）

Ｂ，１・４ａａｓ，Ｒ，Ａｈｌ，Ｒ．Ｅ３ｏｔ・１❹ａｎｄＤｊＳｔｒａｕｃｈ

Ｆ始Ｖ，ｓｃＬｔＱｃｈ．０ｆｆ．ｉｎｔ，Ｅｐｉｚｊ９９５慧（２）４３１５-４４５

（関係部分仮約）
ロ蹄疫ウィルスの木活化ウィルスカ価：１０”（Ｔ（ＪＤ５（：）／５０ｕｌ）

豚
牛

５℃
１４週

デ ー タ 無 し

２０℃
２週
５週

３５℃
２４．時間
２４時間以内

呈 示
１時間
１時間以内

※ ４
Ｆ̈ｏ（）ｔＬａｎｄ-ＭｏｕｔｈＤｉｓｅａｓｅ：ミ３（）しｌｒｃｅｓｏｆＯＬｊｔｂｒｅａｋｓａｎｄｌ・４ａｚａｒｄＣａｔｅ９ｏｒｉｚａｔｉｏｎｏｆＭｏｄｅｓｏｆｖｉｒｕｓ

ＴｒＥｌｎＳｍ臨ｉ❼Ｉ（口蹄疫：感染源とウィルス伝播１こ：；おける危害分類）

米 国 農 務 省 動 植 物 検 疫 局 疫 学 ・ 動 物 衛 生 セ ン タ ー １ ９ ９ ４ 年 １ ２ 月

（関係部分仮約）
牛の排せっ物肺ａｎｕｒｅ）におけるウィルメ残存期間

夏 期 ▽ １ 週 間
冬 期 ２ ４ 週 間

（ 液 状 物 で １ ２ ． ～ ２ ２ ℃ の 場 合 ６ 週 間 ）

（ 液 状 物 で Ｏ Ｃ Ｃ 以 下 の 場 合 １ ８ ０ 日 ）


